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　体が、熱い。

「……っ、は……っ」

　荒い息をこぼし、長い黒髪を振り乱しながら、クラリスは昼の明るい日差しの差し込むキッチンをふらふらと進んでいた。

　そこまで歩く間に散々もがいたせいで、シャツのボタンがいくつか外れて、白い肌がのぞいている。豊かな胸までもがきわどく露出しかけているが、熱があるように頭がぼうっとしていて、ボタンをかけ直すこともできない。喘ぐ唇からは透明な唾液がつうっと顎まで伝うも、それを拭う余裕もない。

　これまで意識したこともない、奥深いところがひどく疼いていた。クラリスは、行く手を阻んだ調理用の作業台にすがるように腕を伸ばし、うつ伏せに倒れ込んだ。

　痛いほどに張り詰めて敏感になっていた胸の頂きが、服の布地に擦れながらぎゅうっと押し潰されて、全身に鋭い快感を走らせる。

「も、やだ……。どうしよう……」

　はあ、はあ、と口で呼吸をしつつ泣き言を漏らす。目にはじわっと涙が浮かんでいた。

　泣いてしまうくらいに、気持ち良い。

（あの場をやり過ごすために口にしてしまったけど、まさかお師匠様の媚薬に、こんなに効力があるとは思わなくて……）

　持て余すほどの疼きをやり過ごそうとするかのように、勝手に腰が揺れる。

「だめなのに……、止まらない……」

　胸が天板にこすれるたびに、足の付け根の奥がきゅっと窄まる感覚。足だけでなく全身の力が抜けていき、このままこの熱にぐずぐずと溶け崩れてしまいそうな気がしてくる。それでいて、下腹部が訴えかけてくる感覚はいよいよ強くなり、足りない、もっと刺激が欲しいという欲望で頭の中がいっぱいになっている。

　クラリスはそれまで、恋人がいたことは無い。男女の営みや性的な行為について、想像がつかないわけではなかったが、具体的なことはよく知らなかった。

　凄まじい快感に翻弄されていて、秘処が粗相をしたかのように潤んでいても、それがどういうことなのかわからない。どうすれば満たされるのかも知らない。

　ただ抑えきれぬ本能に従うように、うつぶせのまま右手を伸ばし、スカートの裾をまくり上げた。躊躇いながらも、そうっとそこに指の先で触れた。

「あぅっ……」

　下着越しに、ぐちゅっと濡れた感覚が伝わり、小さく悲鳴を上げる。羞恥心に全身がカッと熱を帯び、目尻にたまった涙がこぼれ落ちた。

（ひどく濡れている……。こんなはしたない姿、お師匠様に見られてしまったらどうしよう……。呆れられて、お屋敷から追い出されてしまう。こんな……）

　いけない。

　やめなければ。

　頭ではわかっているのに、クラリスはもう一度下着越しにそこに触れた。ぐちゅ、ぐちゅ、と水音に耳から辱められながらも、もう指を止めることもできない。

「どうしよう……、お師匠さま、どうしよう。苦しいんです……。ああ……」

　見られたくないけど、助けて欲しい。

　涙をこぼしながらも、腰をゆるく振り、胸を天板にこすりつけ、まくり上げたスカートの中を指で弄ってしまう。

　初めての、強烈な快感を伴う自慰に翻弄されながら、クラリスはうわ言のように脳裏に浮かんだひとのことを呼び続けた。

「お師匠さま、お師匠さま、お師匠さま……」

　そのとき、ふっとあるか無きかの風が吹いた。

　ガタン、と戸口の方から音が響く。




「クラリス……、君、何を……」




　いま一番助けて欲しくて、いま一番この姿を見られたくない相手。

　クラリスは、涙に濡れた顔で振り返る。

　ゆるく波打つ銀の髪に、アイスブルーの瞳の、眉目秀麗な青年。驚いたまなざしに、見られてしまったと打ちひしがれながらも、クラリスは喘ぎながら懇願する。

「ああ……、お師匠さま、ごめんなさい、ごめんなさい、助けてください……。媚薬を口にしてしまいました。効果を消す方法……解毒薬を……」

　ぶわっと溢れてきた涙のせいで視界がぼやけ、相手の表情がもうよく見えない。

　ふ、うう、としゃくりあげたクラリスに対し、青年は狼狽している声で告げた。

「解毒薬はすべて、シンディーに渡してしまった。その媚薬は魔道具としてアレンジを加えているから、本人の魔力が高ければ高いほど、その……強く反応する。君の魔力量であればすごく苦しいと思うんだけど、解毒薬がなくては……」

　告げられたのは絶望的な事実。どうにもできない、と頭の隅では理解できていた。だが、すでに媚薬によって理性は溶かされ、感情は歯止めがきかなくなっている。クラリスは、すがるように青年をまっすぐに見つめ、唇を震わせながらその言葉を口にした。




「お師匠さま、助けて」




　彼の方へと手を伸ばした拍子に、足に力が入らず、作業台からずり落ちそうになる。慌てて駆け寄ってきた青年が、クラリスの体を両腕でしっかりと抱きとめた。「んっ」と押し殺した悲鳴を上げながら、クラリスは青年の胸にすがって、その顔を見上げた。切々と告げた。

「助けてください……。お師匠さまになら私、どんなことをされても大丈夫ですから」







第一章 弟子入り志願








　ひらりと風に舞った紙が頭上を過ぎようとしたとき、クラリスは咄嗟に手を伸ばしてそれを掴んだ。

（どこから……？）

　人通りがまばらな街路に視線をすべらせ、落とし主を探す。

　彩色が特徴の街並みには、青、赤、黄色、淡紅色と色とりどりの屋根や壁の建物が立ち並んでいる。レンガの敷き詰められた道はゆるい下り坂となっていて、彼方にはきらきらと輝く海が一望できた。

　見回しても、落とし物を探しているような人の姿は無い。

　背後を振り返って、坂の上へと視線を向けた。

　薄青色の空へと向かい、早足に道を登っていく、灰色ローブの後ろ姿がひとつ。呼びかけるには、少し遠い。人違いだったらお互い気まずいだけと声を上げるのを躊躇し、クラリスは何気なく手の中の紙に目を落とした。







〝求む　錬金術師の助手　委細面談の上（要住み込み・給料応相談）

　丘の上の錬金術師工房〟




「錬金術師の、助手……？　住み込みのお仕事で、給料も出る……！」

　書かれていた文字はそれだけであったが、クラリスは紙を引きちぎらんばかりに握りしめ、食い気味に何度も文章を読み返した。

（雇用条件は？　魔力があれば、専門教育を受けてなくても大丈夫？　助手……、たしか錬金術師の元で規定の期間修行すれば、免許を出してもらえるはず。免許欲しい……！　これ、まだ募集中ってこと？）

　クラリスは顔を上げて、道の先を見る。坂の途中にいくつか脇に逸れる横道があり、ちょうど灰色ローブの人影が曲がった先に、こんもりと茂った森があった。

　丘の上の錬金術師工房。

　噂だけは聞いたことがある。人嫌いで偏屈、滅多に姿を見せることがなく、訪ねてきた相手をけんもほろろに追い返す年老いた錬金術師がそこに住んでいる、と。

　弟子になるなど到底無理と諦めていたが、こうして助手を探しているということは、ほんのわずかでも見込みはあるのかもしれない。

（こんな機会、きっともう無い。行ってみよう！）

　善は急げと、クラリスは坂道を上り始めた。





　＊　＊　＊






　クラリスは貧乏子爵家の末っ子。

　生まれたときからずっと貴族とは名ばかりの貧乏暮らしで、家のことだけでなく、少しでも手が空けば一人の稼ぎ手として裕福な家へメイド仕事に出向いたり、洗濯や繕い仕事を請け負ってきた。

（何しろお父様は病弱でほぼ寝たきり。お母様が家令の手を借り、見よう見まねで事業を切り盛りしていたけど、も～、何回も騙されたり、使用人にお金を持ち逃げされたり。いつ家を差し押さえられて、身ぐるみを剥がされて、路頭に迷うかと……！）

　今は、上の兄が家督を継ぎ、財政状況はなんとか持ち直している。だが、働き詰めのクラリスは、淑女らしい習い事はおろか、読み書き以上の満足な教育を受けていない。

　日常生活において、それはさほど大きな問題ではなかったのだが──クラリスには、扱いきれぬほどの魔力があることが確認されていた。

　魔力を持つ、それ自体はさほど珍しいことではない。しかし、上手く使いこなすには専門教育を受ける必要がある。

　教育を受けるには、お金がかかる。お金が無くて魔法の扱いを学ぶ機会を得られない者はどうなるか？

　魔力の暴走を避けるため、封印を施されて、魔法関連の職に就く道も閉ざされるのだった。

　クラリスの手の甲にも、六歳の頃から特殊な魔法のインクで封印の紋が刻まれている。簡易の封印であり、成人年齢である十八歳までに教育機関に入るか、指導者に就くことができれば解除されるものだ。そのどちらとも縁がなかった場合は、完全な封印をされて二度と魔法を使うことができなくなる。

　数日前に十八歳になったクラリスには、もう時間が無い。近々、魔道士協会に赴き封印を受けることになっていた。それは、クラリスの望むところではなかった。

（せっかく魔力があるんだもの。学校に入れなくても、師匠を見つけて免許さえもらえれば、職の幅がぐっと広がる。上手く独立開業までこぎつけて顧客がついたら、一生食べていけるはず。また家族に何かあったときだって、力になれるし！　お金に困らない、大事！）

　錬金術師の助手募集広告が手の中に舞い降りたのは、縁。

　なんとしてでも採用してもらい、弟子として認められたい。

　逸る気持ちのままに、工房へと至る分かれ道までたどり着く。

　翠の瞳をすがめて見ると、前方の木立の間に灰色ローブの人物が一瞬、見えた気がした。

　一本道のはずで、そのひとが向かう先が錬金術師工房である可能性は極めて高い。

　関係者？　広告の落とし主？

　追いついて話してみたいと、クラリスは足を早めた。

　左右に密集した木々から漂う、濃密な緑の匂い。爽やかな風が梢をさやめかせ、クラリスの黒髪を優しく揺らす。

（灰色のひと、行き先が同じなら、いずれ追いつけるはず……）

　こめかみを伝った汗をぬぐい、さらに足を踏み出したそのとき。

　草むらの中で何かがきらりと光った。

「落とし物？」

　当然の疑問。思わず、近くまで歩み寄って確認しそうになったが、瞬きの間に見失ってしまう。

　クラリスは辺りを見回したが、無いものは無い。不思議に思いながらも、すぐに前を向き、灰色の背中を追おうとした。

　すでに、姿形も見えなくなっていた。




　その後も道の端に何かを見かけたり、目の前をキラッと光るものが通り過ぎたりすることはあったが、探そうとすると見つからない、ということが続いた。

　そうこうして、かなり森の奥深くにまで進んだ頃、正面に大きな屋敷が見えてきた。





　＊　＊　＊






　鬱蒼と茂った森の木々を背景に、蔓草の絡まった煉瓦塀が張り巡らされている。その奥には、手入れのされていない荒れ果てた庭。

「すみませーん、どなたかいらっしゃいませんか？」

　開け放たれた門から中を覗き込み、声をかけてみるものの、返事は無し。

　クラリスは、庭の先にそびえる屋敷を見上げた。

　青空の下、その周囲が灰色がかって沈んで見えるほどに、どこもかしこも古びてくすんだ煉瓦の壁。固く閉ざされた玄関扉。

（さっきの人、ここに来ているはずだから、屋敷にはどなたかいるよね？）

　外で待っていても埒が明かないと小道を進み、玄関へと向かう。

　その途中、周囲でバチッと光が弾けたり、きらきら輝くものが目の前をよぎったりした。

「なに、何かいる……？」

　さすがに変だとクラリスが身構えたそのとき、ぐらりと地面が揺れる。とっさにどこかに捕まろうとしたが手は空を掻き、転びそうになってその場にしゃがみこんだ。

　揺れはどんどん激しくなり、クラリスは耐えきれずに前へと手をつく。四つん這いの姿勢になってから、両手で頭をかばうように抱え込んだ。揺れは、止まない。

「なんなのっ……」

　状況を確認すべくなんとか顔を上げたのと、眼前の地面が裂けたのが同時。

　メキメキとした不吉な音。ひび割れがみるみる間に大きくなって、クラリスの膝の先まで迫ってきた。

（地割れ？　落ちる！）

　逃げ場がなく、絶体絶命……！

　腰が抜けたのか、その場から動くことができなくなっていたクラリスだが、視線をすべらせたとき、前方に人影があることに気づいた。

　背の高い、灰色ローブの青年。

　ウェーブがかった肩を過ぎる銀髪が、灰色のローブをまとった肩にゆるく流れている。涼しげな目元、切れ長のアイスブルーの瞳。その目が、クラリスと視線が合った瞬間、ハッとしたように見開かれた。

（す、すごい美形……！）

　状況も忘れてクラリスは息を止め、目を瞠った。

　まさに、白皙の美貌。

　高く通った鼻梁に、滑らかな肌、形の良い薄い唇。怜悧な目元には、青年らしい香気が漂っている。すらりと背が高く、細身の印象ではあるが、肩周りはしっかりとして見えた。前のめりに動いた拍子に、ローブが凛々しく引き締まった体の線を拾う。

　青年が歩を進めると、動きに沿って地割れは跡形もなく消えた。

　クラリスの体にはまだ揺れの感覚が残っていたが、青年が目の前に立ったときには、初めから何も起きてなどいないかのように、庭は静寂を取り戻していた。

「ここで何をしている？」

　耳を打つ、若々しく澄んだ響きの声。

　立ち上がれないまま、クラリスは青年を見上げる。

「助手に……、ここのお屋敷で働かせてもらおうと……」

　声が掠れた。異様に張り詰めた空気がわずかにほどけたせいか、じわりと目に涙が浮かびかけて、慌てて何度もまばたきをする。

　青年はぴくりとも表情を動かさず、そっけない声音で言い放った。

「君は何を言っている？」

　歓迎している様子ではない。クラリスは地面に落ちていた手提げバッグを片手で探り、折りたたんであった紙を震える指でなんとか開いて青年へ見せた。

「この、募集広告を見て、ここまで来ました。助手ということは、弟子にしてもらえるってことですよね？　私、どうしても魔法の勉強がしたいんですっ。住み込みの条件も確認しました。なんでもしますので、ここに置いてくださいっ」

　がばっと頭を下げると、元々の体勢のせいで土下座のような姿勢になってしまう。

　ひそやかな溜息が頭上から降ってきた。ほぼ同時、鼻先に青年が膝をつく。

「汚れてしまうよ、顔を上げなさい。若い娘さんが、仕事内容も確認しないうちから迂闊なことは言わないように。ここは君みたいな子が来るところじゃない。帰りなさい」

　顔を上げると、青年が間近な位置からクラリスを見下ろしていた。

「君のようなって……、あなたは私について『若い娘さん』以上の何を、知っているって言うのです……？　先生に取り次いでもらうのもだめなんですか？」

　けんもほろろな言い方に焦ったせいで、内心自分でも驚くほど険のある声で言い返してしまった。目つきも、睨みつけるかのようなきついものだっただろう。視線がぶつかると、青年のアイスブルーの瞳にわずかな逡巡が浮かぶ。しかし、青年はすぐに一瞬の弱気を振り払うように目を伏せてクラリスの視線を避けつつ、手を差し伸べてきた。

　骨ばった、長い指。蝋細工のように白く、美しい。

「立てる？　この手は必要？」

「は、はい、大丈夫です、立てますっ」

（私、あんなひどい態度を取ったのに、こんな親切にしてくれるなんて。それに指の先まで、作り物みたいに綺麗……。さ、触れない）

　クラリスは勢いをつけて立ち上がる。その途端、足がもつれてふらついた。

「危ない」

　素早く立った青年が、腕を伸ばしてきて、クラリスの細い腰を強く引き寄せた。つんのめるように青年の胸に飛び込むクラリス。ぎゅ、と。いささか育ちすぎた感のある胸の双丘が、青年の固い胸板に押し付けられて、二人の間で柔らかく潰れた。

「んっ」

　声が出てしまったのは、単に驚いた弾み。だが、青年の耳には咎めるように聞こえてしまったのかもしれない。

「……っ！　ごめんっ、君に触ろうとしたわけじゃなくて」

　青年の目元から頬が、みるみる間に朱に染まる。

　恥じらい。

　見事なまでに初心な反応を前に、クラリスもまた激しく動揺してぱっと体を離す。

「こちらこそ、失礼しましたっ！　ごごご、ご迷惑でしたよね、本当にすみません。こんなお若くて麗しい方にセクハラまがいの……」

　余計なことまで口走ってしまったが、青年はきょとんとしたように目を瞬いていた。

「君、俺が見えているのか？」

「どういう意味ですか？　見えているどころか、会話も……」

「俺の外見が、若く見えている？　そもそも、君はどうやってここまで？　ここまでの道にはいろんなトラップがあって、屋敷にたどり着くまでに引き返せざるを得なくなるのが普通なんだけど……」

　困惑したように、ぶつぶつと言う。クラリスは聞かれたことに、素直に答えた。

「外見は二十代後半くらいに見えます。道のトラップは気づきませんでしたが、そういえば何かこう、魔法の光のようなものはいくつか見ました。屋敷の敷地に入った途端、地震と地割れで動けなくなって。もしかして、あれがトラップですか？」

　クラリスが青年を見上げると、青年は目を細めてクラリスを見下ろしていた。

「俺の目眩ましの魔法が効いていないのか。トラップも最後のひとつ以外は全部すり抜けられた。君は相当魔力が高いようだ。どこの機関から派遣されてきた魔道士……」

「魔道士じゃないです！　魔力の扱い方も知らないど素人なんです！」

　ここぞとばかりに叫び、クラリスは魔法のインクで紋の刻まれた手の甲を青年の顔の前につきつけた。

「私、この間十八歳になってしまって、後が無いんです！　魔力を全部封じられてしまう前に、どうしても資格のあるひとに弟子入りしたいんです。お願いです、ここの先生に会わせてください！」

　嘘偽り無く、切実な思いから精一杯に告げる。

　青年は、アイスブルーの瞳でじっとクラリスを見つめてきた。

　やがて、青年が何か言おうと口を開きかけたところで、遠くから呼びかける声が聞こえてきた。

「おーい、アーロン。トラップが全部機能しなくなっているけど何かあったのか？」

　姿を見せたのは、屈強そうな体格の、騎士姿の男。そちらへちらりと視線を向けてから、青年はクラリスに向き直って言った。

「俺の名前はアーロン。丘の上の錬金術師とは俺のことだ。街で助手を募集しようと思っていたけど、気が変わって取りやめてきたところだったんだが……。君はこの悪路をくぐり抜けてここまで来たんだ。ひとまず、お茶くらいは出すよ。屋敷へどうぞ」





　＊　＊　＊






　人の気配もなく、しんと暗く静まり返った玄関ホールを通り抜け、案内されたのは明るい光の差し込むガラス張りの温室。種々の観葉植物や花の鉢が所狭しと並べられ、飴色の木製円テーブルと肘掛けや背もたれの優美な椅子が置かれていた。

（丘の上の錬金術師は、たしか高齢の先生という噂だったけど……）

　現在、クラリスの前で三人分のお茶を淹れているのは、うら若き銀髪の美青年。

　その隣には、勝手知ったる我が家とばかりにクラリスに椅子を勧め、自分もどっかりと腰を下ろした騎士の青年。

（白の外套に、胸元の竜の紋章……。この方は王宮騎士よね？）

　焦げ茶色の短髪に同色の鋭い瞳。鷲鼻と厚い唇、よく日に焼けたブロンズ色の肌。どこもかしこも荒削りでいかにも男らしい作りで、健康的な野性味が溢れているが、粗野な印象は無い。

　いかにも気安い様子でアーロンを眺めてにやにやと笑っていたが、クラリスの視線に気づくと、茶目っ気たっぷりに片目を瞑って説明をしてくれた。

「この家は紛争地帯の砦並の備えだからな。招かれざる者は近づけないし、たどり着いてもアーロンをアーロンとして認識できない。この男、徹底的な世捨て人なんだ」

　楚々とした佇まいでお茶を淹れたアーロンは、無言のまま野いちごの絵付けをされた白磁のティーカップを青年へと手渡す。それから、身を翻してどこかへと去ってしまった。

　騎士は流れるようにクラリスへとティーカップを渡しつつ、話を続けた。

「俺はバーナード。王宮騎士隊所属で、通称『アーロン係』だ。アーロンの作った魔道具を買い上げて、ついでに不足している日用品を届けるのが主な仕事。ほとんど唯一、この屋敷に出入りが許されているアーロンの世話役だったんだが……、お嬢さん、これからはうちのアーロンをよろしくな！」

「はい！」

　勢いで返事をすると、バーナードが遠慮なく噴き出した。

　銀色のハイティースタンドにクッキーとドライフルーツのケーキを並べて運んできたアーロンは、バーナードを軽く睨みつける。

「まだ何も決まっていない。勝手に彼女を巻き込むのはやめるんだ」

　バーナードはにやりと片目を細めて口の端を吊り上げて笑い、つれない態度のアーロンに滾々と語りかけた。

「そうは言っても、仮封印されている状態で結界を難なくかわした上に、お前の真の姿を苦もなく認識している時点で、この子の魔力量は相当だぞ。むざむざ魔法を捨てさせるなんて、国家の損失だ。お前が面倒見て、一人前にしてやればいいだろう」

「国レベルでの話をしたいなら、国が面倒を見れば良いだけだ。有望な若者の育成なんて、俺のような一般人に任せることじゃない」

　相手にする気は無いとばかりに、アーロンはお茶を一口。一方のバーナードは「冗談抜かせ」と楽しげに言った。

「お前のどこが一般人だよ。お嬢さん、言っておくけどこの男はこう見えて、ひとりで一国を滅ぼすレベルの魔法使いだからな。数年前、隣国との関係が悪化してすわ戦争かってときなんて、宮廷魔道士になって参戦してくれってどれだけ国王が頭を下げたことか」

「国王様が、頭を？」

　何かとんでもない話が出てきた？　とクラリスが身構えたのを尻目に、「おうよ」とバーナードは機嫌良さそうに破顔した。

「それを、宮廷魔道士にはならないと突っぱねつつ、一触即発になっていた国境の戦線まで出てきて、地割れを起こして国境を真っ二つにしやがったんだ。あれは睨み合っていた両軍、総員、肝を潰したね。んで、物理的に戦闘はしにくい状況な上に、そもそもこんな魔道士が出てきたら国を滅ぼされるって向こう側が撤退を決めたわけ。戦争は寸前で回避、今は地割れに橋を渡して国交は維持されている状態」

「あの、それはこちらのアーロン様のお話で間違いありませんか……？」

（国を滅ぼすレベルの魔道士？　たしかに少し手厳しい話し方はなさっているけど、転んでいる私に手を貸してくれたり、親切にしてくれたわ。お茶まで淹れてくださって）

　アーロンは灰色のローブを脱ぎ、修道士のような黒の長衣姿で、テーブルについている。優美な所作でティーカップを口に運びつつ、隣に座ったバーナードにちらりと視線を流した。気づいているだろうに、バーナードはさらっと無視をしてクラリスの問いに答えた。

「そう、このアーロンの話。断られ続けた王宮サイドは囲い込むのを諦めているけど、俺のような監視は常時ついている。ついでに、あちこちからラブコール♡は引きも切らず、暗殺者もたびたび送り込まれている。それで、普段は屋敷を要塞化して、自分の見た目にも目眩ましの魔法をかけて引きこもっているんだ。そのアーロンのトラップを破った君は！　ただものではない！　弟子決定、おめでとう！」

　空気がびりびり震えるほどの、大音声。間近でくらったクラリスは硬直しかけたが、はっと我に返ると身を乗り出した。

「弟子にして頂けるんでしょうか？」

　ティーカップをテーブルのソーサーに戻し、アーロンは目を伏せて沈黙した。

　やがて、アイスブルーの瞳をクラリスに向けて、静かな声音で言った。

「君は俺が恐ろしくないのか。今の話は聞いていただろう」

　氷結した湖面を思わせる、固く澄んだ瞳。

　視線を絡ませたままクラリスは呼吸を整え、素直な気持ちを口にした。

「怖いか怖くないかで言えば、今はそんなに怖くは無いです。私がトラップに引っかかったときも、すぐに助けてくださいましたし。そもそもトラップや、目眩ましの魔法は、無用な接触を避けるためなんですよね。無闇と、ひとを傷つけるような方では無いように思いました。私みたいな侵入者をお茶に招いてくださって、あの、お菓子までご用意頂いて」

　こんなときだというのに、現金にも気になっていた焼き菓子にちらっと目を向けると、アーロンがシルバーのトングで皿に取り分けて差し出してきた。

「どうぞ。口に合うと良いんだけど。普段客なんてバーナードくらいしか来ないから、何もなくて」

「わ～、ドライフルーツいっぱいのパウンドケーキ……！」

（まだ話の途中……！　食い気に負けている場合じゃなくて！）

　前のめりになりつつ、クラリスは思い止まろうとした。しかしアーロンは「遠慮しないで」と言い、卓上に置いた籐編みのカトラリーケースをクラリスの前に置く。それでもクラリスが迷って思わずその顔を見ると、アーロンは軽く目を見開いてから、笑った。

「食べなさい。君は少し痩せ過ぎだ。足りなければ他にも何か作るから」

　ふわっと、春風の吹くような優しげな声。ほんの少しだけ打ち解けた空気。クラリスはドキドキして落ち着かない気分になり、目の前のケーキに視線を向けた。

「このケーキ、アーロン様がお作りになっているんですか？」

　すかさず、横からバーナードが口を挟んでくる。

「全部自分で作ってる。使用人すらいないこの屋敷で、一人暮らしをしているから。そもそもアーロンは料理が趣味だ。ここの弟子になると毎日うまいものが腹いっぱい食えるぞ」

「そんな……！」

「バーナード、俺のことはいいよ。話が途切れないと、彼女、食べるに食べられないだろ」

　声につられて顔を上げると、アイスブルーの瞳と視線がぶつかった。

　ガラスを透過した明るい日差しの下で、生い茂った緑を背景に、アーロンもまたクラリスを見ていた。輝く銀髪とすっきり整った美貌の清楚さが、際立って目に滲みる。

（バーナード様は、徹底した世捨て人なんて仰ったけど……。アーロン様は、人嫌いというわけでもなさそう。助手を取ろうと思って気が変わったというけど、本当はどなたかそばに置いておきたいとお考えになっているのでは……？　だけど、私には何もない……）

　ぐずぐずと考えそうになり、クラリスはフォークを手にすると、「いただきます」と明るく言って、ケーキを一切れ取って口に運んだ。

　しっとりとした生地に染み込んだリキュールの風味に、まろやかな甘味と酸味のフルーツがアクセントになっていて、口の中に優しく幸せな味が広がる。クラリスは、感嘆の溜息とともに告げた。

「美味しい……美味しい……。すごく丁寧に作られていますね。こんなに美味しいお菓子食べたことないです」

「そう？　あまり他の人に食べさせたことが無いから、感想を言われると照れくさいね。ここにあるだけ全部食べて良いよ。他には？　何か好きなものがあれば」

　実に感じよく言われて、クラリスは呆然とアーロンを見つめてしまった。嘘では無いらしく、アーロンは照れたようなはにかみ笑いを浮かべつつも、クラリスをまっすぐに見つめてくる。瞳がきらきらと煌めいていて、嫌味なところはまったくない。

（国王様が頭を下げるような大魔道士様なのに……、すごく素直で謙虚な方なのでは？）

　二人のやりとりを見守っていたバーナードが、ついにぶははっと噴き出した。

「お前ら相性良さそうだし、もうそれでいいだろ。お嬢さんはたしかに痩せ過ぎだからな。こいつにた～んと食わせてもらえ。美味しそうに食うだけで助手としてはもう満点だ」

　興が乗ったようで、ばしばし、とアーロンの背を大きな手で叩く。アーロンは迷惑そうに目を細めて身を引き、バーナードの手をかわしてから冷ややかに言った。

「住み込みでということなら、もちろん料理は作るけど、それ以前に彼女にいま必要なのは魔法の勉強だろう。食べ物で釣るような言い方はよせ」

「それだってお前が面倒見たらなんの問題も無いだろ。なにせ国王の頼みさえ足蹴にする天下一の魔道士様だぞ。これ以上の師匠はいない。な、お嬢さん」

　とんでもないタイミングで話を振られて、クラリスはなんとか言葉を絞り出す。

「天下一の魔道士様で、お料理上手なアーロン様に……、私が助手としてできることなんてあるでしょうか。その、食べる以外で」

「気にするな。こいつの作った飯食ってうまいうまいって言うのは立派な仕事。それでこの男の人生はだいぶ潤う。本来なら名門侯爵家の次男で、家のことなんて人を雇ってお願いすればいいものを、無頼をかこって長いこと一人暮らしだから。寂しいんだ」

　にかっと悪気なさそうに笑って言われるも、クラリスはさらに圧倒されるばかり。

（元々、高位の貴族出身。しかも王宮に請われ、望めば大抵のものが手に入る凄腕の魔導士なのに、身の回りのことはすべてご自分でなさっているなんて）

　私にできることなんか……、とクラリスは落ち込みかけた。しかしバーナードが、すかさずアーロンに向かってダメ押しをする。

「助手がいたら楽だと思うぞー。お前は今よりも研究に時間を使える、熱中しすぎて三日三晩不眠不休で倒れても介抱してもらえる、ほら、アーロン。良いことづくしだ！」

「それはたしかにそうなんだけど……。この家は男の一人暮らしだ。こんな若くて綺麗なお嬢さんに住み込みなんてお願いするわけには」

　バーナードの説得は、まったく効果が無いわけではないらしく、アーロンがためらいを垣間見せる。

（悩んでらっしゃる……、全然希望が無いわけではないなら……！）

　もうここが人生の分かれ目とクラリスは覚悟を決めて、「私は大丈夫です！」とテーブル越しに身を乗り出した。

「私は子どもの頃からずっと働いてきたので、新しい仕事を見つけたと言えば、家族にも理解してもらえます。このお屋敷に、置いて頂けないでしょうかっ」

（もう十八歳になってしまっているし、魔力が封印されてしまうまで猶予が無いんです。通いの時間を削ってでも、少しでも勉強させてもらえれば……！）

　果たして、クラリスのその切なる思いはアーロンに通じたのか。

　横を向いていたアーロンが、クラリスに向き直り、厳粛な面持ちで告げた。

「まずは三日間。それから一週間、一ヶ月。君が仕事としてやっていけそうなら、その先もお願いしてみたい。やってみるかい？」

　クラリスは、内心では信じられない思いが強かったが、せっかくの申し出とあらば後はもう飛び込むだけだった。

「はいっ。明日からでもぜひ、よろしくお願いします！」







第二章 来客あり








「錬金術師と魔道士と魔法使いの違いか。俺のように、両方兼ねているのも珍しくないから、明確な線引きは無い。便宜上、魔力を使って物としての魔道具を生み出すのが錬金術師。魔道士は大気中のマナを効率よく収集して結界を張ったり、癒しの魔法を使う。魔法使いは、こういった魔力を扱う人間全般を指して一般のひとが使う言葉かな」

　アーロンの屋敷にて、助手生活一日目。

　身の回り品を詰めたトランクひとつ持って朝のうちに屋敷を訪れたクラリスに対し、アーロンは「まずは君の指導の方向性について、よく話し合おう」と言って、前日お茶をした温室まで通してくれた。掃除、洗濯、炊事等家事労働や下働き、なんでもやります！　という意気込みだったクラリスは、いささか意表を突かれた形だった。しかも、クラリスが来るのを待っていたと言わんばかりに、つやつやの焼き立てアップルパイまで切ってくれて、クラリスは勧められるがままに遠慮せず二切れも続けて食べてしまった。

　その合間に、わからないことがあればなんでも聞いてと言われ、「魔法に関して、ものすごく基本的なこともわかっていないんですが……」とクラリスが恐る恐る尋ねたところ、アーロンは嫌な顔ひとつせずに丁寧な説明をしてくれた。

（「そこから？」って冷ややかに言われても仕方ないって若干怯えていたのが馬鹿みたい。アーロン様、親切でお優しい……）

　もちろん、そこに特別な感情があるなどと、誤解したり思い上がったりするつもりは毛頭ない。おそらく、それがアーロンというひとの飾らない素の性格なのだろう。自らてきぱきと動く働き者で、カップが空けばおかわりを注いでから、話を振ってくれる。

「ご家族は大丈夫だった？」

　差し出されたカップを受け取り、お礼を言ってからクラリスも答えた。

「はい。昨日、バーナードさんが家まで送ってくださって、そのときに、母と兄に話してくれましたので。今朝は喜んで送り出されました」

　前日、話がまとまった後、「王宮へ帰るついでだから」と、バーナードと屋敷を出ることになり、その流れでクラリスの家族に「王宮の関係施設での就職が決まった」と説明をしてくれたのだ。おかげでなんの反対もなく「しっかり頑張ってね！」「辛かったら帰って来るんだよ！」と送り出してもらうことができた。

　真剣な表情で耳を傾けていたアーロンは、ほっと息を吐きだして微笑を浮かべた。見るからに落ち着いた様子で、目にするだけで和むような、優しい顔つきとなる。

「そっか、良かった。あいつに任せきりになったことが気になっていて。ご家族が君の行き先がわかった上で、反対もしていないなら何よりだ。だけど、くれぐれも無理はしないで。俺もこの屋敷に住み始めてから、ひとと暮らすのは初めてだ。何かと、勝手がわからない」

「すごく大きなお屋敷ですよね……？」

　アーロンの笑顔を間近で見ていると何故か落ち着かない気分になり、クラリスはさりげなく頭上をぐるりと見回す仕草をしながら尋ねた。

　外から確認した限り、二階建て。屋根部分にも小窓が並んでいたことから、おそらく屋根裏部屋まである。玄関ホールは広く、二階へ続く両階段が目をひく造りをしており、その左右に部屋が分かれているようだった。

（メイドとして貴族のお屋敷で働いたこともあるけれど、玄関も、温室に来るまでの廊下も、壁や床に至るまできちんとしたお屋敷そのもの。こんな町外れで森の奥なのにお金がかかっているというか……。これだけ広いと、掃除も大変そう）

　アーロンはクラリスの問いを正確に受け止めて、疑問に思っていたことに答えてくれる。

「普段はほとんど閉鎖してるんだ。一応、全部の部屋に家具は揃っていて、君用の部屋は埃を払っておいたよ。洗面台や浴室も部屋についている。魔道具で水を引いているし、お湯も使える。後で案内するね。屋敷で生活する分にはキッチンと、温室と……、勉強用に書庫も出入り自由にしておく。あとは俺の研究室と、魔道具作りの作業部屋かな。いくらか仕事を手伝ってもらうけど、それ以外の時間は好きに過ごしていいから」

「めいっぱい働きますので、使ってください」

「それだと勉強する暇が無いよ。俺の教え子になるんだから、まずは勉強を頑張って」

　にこっと楽しげに言われて、クラリスはそれ以上口答えすることもできず。「はい」と神妙に返事をした。それから、ふと気になっていたことを口にする。

「師弟関係ということは、アーロン様のことはお師匠様とお呼びすれば良いでしょうか」

　クラリスが確認をすると、アーロンは口をつぐんで考え込むように遠くを見た。やがて「そうだね」と頷いた。

「それで良い。俺は君の先生だ。さっきも言ったけど、わからないことはなんでも聞いて。勉強に関しても、それ以外でも。遠慮して聞けないでわからないままでいると、大きなミスをする。それくらいなら、同じことでも聞いて確認してくれた方が良いよ、俺はね」

「お師匠様、ありがとうございます。私は家の外へ働きに出ていたこともありますが、そんなこと言ってくれる方は今までいませんでした。『言われたことは一度で覚えろ、何度も同じことを聞くな』って最初に言われます。だからいつも必死で……、教えられたことを覚えていないでミスを出せば、本当にひどく叱られますから」

　傾いた家計の足しになればと、クラリスは幼い頃からとにかくたくさん働いてきた。その中には、思い出すだけで辛い経験も含まれている。

（子爵家の娘という肩書がかろうじて守ってくれてはいたけれど……、男性から、聞こえよがしにこの……ひとより少し大きめの胸をからかわれたことも一度や二度ではなくて。恥ずかしくても、何も言い返せなかった）

　俯いて、クラリスは真っ白なテーブルクロスの下で手を握りしめる。家が貧乏なのも、胸が大きいのも、自分ではどうにもできないこと。ときにはひどく悲しい気持ちにもなったものだ。

　ふと、視線を感じて顔を上げると、アーロンが透明感のある澄んだ瞳でクラリスを見ていた。目が合うと、耳に心地よい低音で話しかけてきた。

「俺は、物心ついた頃からずっと、自分が人より何倍も強いことを自覚して生きてきた。お前に合わせられる奴はいない、なんてことも悪気なく言われてきた。だから君にも、無理に俺に合わせて欲しいとは思わない。俺は君を見て、君の性格や能力に合うやり方を考える。君も、萎縮しないで俺に自分を見せて欲しい。その方が結局のところ、効率的だ」

　実直そのものの物言いで、裏のない提案なのだと素直に信じられる。クラリスもまた居住まいを正し、「はい」と厳粛な気持ちで返事をすると、アーロンがさらに続けた。

「この家には君と俺の二人きりだ。師匠と弟子のときは、教える者教わる者で擬似的な上下関係は存在する。それ以外の場面では、仲違いせず、気持ちよく対等に暮らせるよう、互いに気を使って過ごそう。俺はそうしたい」

　胸の奥に爽やかな風が吹き込んできて、ガラスのように繊細な部分を優しく揺らす。クラリスは、じんわりと熱を帯びた目を潤ませ、アーロンを見つめた。うまい言葉が見つからないなりに、掠れた声で一生懸命に思いを伝えた。

「ありがとうございます……。私、お師匠様に弟子入りできて良かったです。これからどうぞよろしくお願いします」
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　滑り出しからまずまずの相性の良さを感じた関係は、その後大きく躓くこともなく。

　他に誰もいない大きな屋敷での二人暮らしは、順調に三日、一週間と日を重ねた。当初提示された区切りのタイミングごとに「問題なし」と互いに確認し、師弟関係と共同生活はさらに十日、二週間とつつがなく続いた。




　クラリスの助手としての主な仕事は、アーロンの魔道具作成の手伝い。

　アーロンは現在、騎士団に怪我の回復薬であるポーションを提供し、報酬を得ているとのこと。朝早くに二人で屋敷の畑で薬草を採取し、午前中はひたすらポーション作り。昼食をとって、午後はクラリスへの指導というのが普段の流れであった。クラリスはアーロンの教えの元、初級魔法の理論と実践を順調に進めることができていた。さらに、書庫への出入りも許可されていたので、空き時間には自学自習も欠かさず過ごすようにしていた。

「魔法学校ではないけど、俺の持っている師範免許では、弟子の学習段階に応じて『初級』『中級』『上級』と免許が出せるんだよね。十八歳の魔力永久封印を回避するなら、『初級』があれば十分のはずだけど。そのうちテストしよう」

　屋敷の一角、作業用の工房にて。すり鉢で薬草をすり潰しながら、アーロンがのんびりと言った。

　工房は、壁際にはずらりと薬品棚が並んでいて、幅広の作業台が何台もある。「これでも、通常作業を止めて集中して新作の開発や研究しているときは散らかってひどいよ」とアーロンは笑って言っていたが、その気になれば弟子を何人も受け入れ、様々な魔道具も並行して作成できそうな広さだった。

（そうしなかったのは、やっぱりお師匠様がこれまで他人を寄せ付けなかったせい？　元々お金持ちだから必要以上に稼ぐという欲求も薄いのかも……）

　最初のうち、クラリスはそう思いこんでいたが、アーロンとの会話の中で「俺のポーション、作り方よく覚えておいてね。性能が良くて、かなり高価で売れるから、本来レシピは門外不出。俺ひとりでも作りすぎるといろいろバランスが崩れるから、普段は適度に作業を休んで研究を進めているんだ」と説明を受けて納得した。実際の取引価格を聞いて、自分が今作っているのが市場に出回るものとは桁違いのものだと理解したのだ。よく覚えておいて、と言われるはずだ。

「王宮が直接買い上げるポーションですからね……。独立しても、私が勝手に作るわけにはいかないのではないかと思いますが……。まずはお師匠様の名前を汚さないように、もっと勉強します」

　アーロンの横で、採取した薬草を洗ってゴミを取り除く作業をしていたクラリスは、しみじみと言う。不意に、アーロンから視線を感じた。なんだろうと見ると、目が合う。整い過ぎた美貌には、面白そうな笑みが浮かんでいた。

（見慣れたとはいえ、見惚れそうです。近くで見るとこのご尊顔は、心臓に悪い……！）

　慌てたせいか、手の中でぶちんと、薬草をちぎってしまう。アーロンはくすっと微笑んで手を伸ばしてきて、薬草を引き取ってから言った。

「いっぱい勉強は頼もしいけど、君は根を詰めると時間を忘れてしまう。夜に書庫に行った場合、その場で寝ないできちんと部屋まで帰るように。風邪をひくよ」

　言われて、クラリスは「あう」と呻きながら顔を逸らした。

　実は、前科が二件ほど。夜に書庫を訪れたアーロンに、床に倒れて寝落ちしているところを見つかり、部屋まで運ばれてしまったことがあるのだ。朝にベッドで目を覚まし、状況がわからずにうろたえながらアーロンに尋ねると、「君は無防備すぎる」と叱られた。「俺に何をされても目を覚まさなかったけど、警戒心が無いのか」とまで厳しく言われた。そのときは、そのまま追い出されるのではないかと、震え上がったものだ。

（要塞並のトラップが必要で、囲い込みラブコールと暗殺者が引きも切らずってバーナードさんが言っていたし……。屋敷の中でも安全と思うな、という戒めよね）

　アーロンは、師匠として厳しいことを言っていても、基本的にいつも優しい。クラリスとしても優しくされると嬉しいので、つい甘えそうになるが、そこはけじめをつけるところだと自覚していた。アーロンのそれは好意ではなく、師匠としての責任感なのであって、未熟な自分を許されているなどと気を抜いている場合ではない、と。

「助手なのに、ご迷惑ばかりおかけしてすみません。お師匠様は、本当はどういう助手を募集しようとお考えだったんですか。さしつかえなければ教えてください」

　普段、力になれていないどころか、弟子として教えてもらうことばかり。引け目に感じていた部分もあり、クラリスは思い余って聞いてしまった。アーロンはといえば、ごりごり草をすりつぶす手を止めて「そうだなぁ……」と天井を見上げた。

「今は薬草に魔力を込めてポーションを作っているけど、もっと別の薬も作りたいと考えているんだ。効力の強い解熱剤だったり、一時的に痛みを感じなくなる薬だったり。特に、痛みを消す薬だね。昔から、戦場に赴く戦士に対し、高揚感を煽る目的で使われてきたようなものはあるけど、それはだいたい強い幻覚を伴ったり、常習性があって日常生活に支障が出たりするものだ。そういう負の作用を取り除いた上で、たとえば外科手術のときに痛みを感じさせなくして処置できるものがあれば良いと考えている。試作そのものは進んでいるんだけど、実用化に際して、動物実験のあとには人体実験が欠かせないとして」

　きゅっと拳を握りしめて聞き入っていたクラリスは、そこで慎重に口を挟んだ。

「つまり、実験台になる若く健康な人間が必要だったということですか」

（それなら、私にも、できるかな……。痛いのは怖いけど、痛いのを消す薬ということは痛くない？　あれ？　でも痛いのが消えたかわかるにはまず痛い必要があって）

　ふっとアーロンはクラリスに視線を戻した。よほどクラリスの表情に悲壮な覚悟や緊張感が漂っていたのか、堪えきれなかったようにあはは、と明るく笑い声を立てた。

「違う。他人を実験台にするくらいなら、自分を使うよ。だけど、自分で人体実験をするってことは何かと無防備な状態になるわけだから、そばで信頼する助手に見守っていてもらえたらっていうのは考えたんだ。水浴びして発熱して解熱剤を使ってみても、薬が上手く効かなければ回復しないで起き上がれないままかもしれないだろう？　どのくらいの痛みに耐えられるのか、薬を飲んで自分の腹を剣で切り裂いたとして、ポーションの使用が間に合わなければそのまま死んでしまうかもしれないし……ん？」

　そこでアーロンは言葉を切ると、蒼白になっているクラリスをきょとんと見つめた。

「あ、あ、あ、お師匠様、そんな怖いこと……！」

（高熱で倒れ、剣で腹を切り裂くだなんて……！）

　目の前の元気そのもののアーロンに不吉な姿を幻視して、クラリスは真っ青になっていた。呼吸を荒くして息も絶え絶えになりながら「おやめください」と訴えかける。何を想像したか、だいたい把握したらしいアーロンは、涼しい声で請け合った。

「うん、大丈夫。手っ取り早くそれで良いかなって考えちゃったけど、もう少しショックの少ない方法で試すから」

「ショックってなんですか、全然安心できないんですけど……！　お師匠様がとんでもないことをしたときにお救いできるように、ポーションはこの屋敷にも溢れるほど常備しておかないと。つ、作ります。たくさん作ります」

　手を、休めている場合ではない。何があっても対応できるように、備えは充実させておかねば。

　決意を新たに薬草の選別を始めたクラリスに対して、アーロンはにこにこと笑いながらさりげなく言った。

「怪我はともかく、熱ならそばで見ていてもそんなに怖くないかな？　あまり面倒をかけないようにするけど、もしものときの看病お願いできる？」

「あ～、もうっ。お師匠様の新作開発がそのくらいの危険と覚悟を伴うお仕事で、そのお薬に有用性があるのもわかりますけど、わかりますけど……！　せめて実施する前には、打ち合わせをお願いします！　いきなり倒れたりしないでください」

「そうだね、黙ってやらないようにするよ。せっかく助手を雇ったんだし、まず話し合いからだよね」

　朗らかな声で同意を示すアーロン。その笑顔が鮮やかに目に焼き付いて、クラリスはぼうっと見惚れた。そんな自分に気づき、無理やりに視線を引き剥がす。

（この方は、王宮公認の凄腕魔道士で、由緒正しき貴族の出で、本来私が口をきけるような方ではなく！　お近づきになれたと自惚れるなんてあってはならないこと！　だって、お師匠様は、それだけでなくこんなに男性として見目も麗しくて。お料理も上手で……）

　実力、地位、家柄、容姿。すべてに秀でた青年。

　であれば、この期間での生活では話題にのぼらず、気配を感じることもなかったが、当然婚約者や恋人がいるのではないだろうか？

　落ち着かない気分でクラリスが視線を戻したそのとき、ふとアーロンがあらぬ方を見て呟いた。

「誰か結界を通過した。ひとりはバーナードだと思うけど、同行者がいるみたいだな。クラリス、お茶の準備をお願いするよ。俺は外に出て、様子を見てくるから」
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「アーロン、お久しぶり～！　会いたかったわ～！　元気にしてた？　ちょっと痩せたんじゃない？　一人暮らしだからって、適当な生活していたんじゃなくて？　場合によっては私、アーロンのお父様とお母様に告げ口しちゃうわよ？　ふふ、大変よ～。お二人とも、いまだに独り身の息子心配しているから、すぐに対策取られちゃう！」

　外まで迎えに行くまでもなく、来訪者はバーナードの助けを借りてすでに屋敷に到着していた。アーロンとクラリスで玄関ホールまで行き着いたところで、扉が開け放たれ、華やかな声が響き渡ったのだ。

　姿を見せたのは、豪奢な金髪を結い上げ、胸元の空いた真紅のドレスを身に着けた女性。ほんの少し吊り上がった目元に勝ち気そうな色気が漂い、つやつやの紅をのせた唇は果実のように瑞々しい。香り立つほどの、妖艶な色香が全身から漂っていて、クラリスは同性ながらに胸がドキドキとしてきた。

（綺麗なひと……。堂々としているから大きなお胸もいやらしくないし、お顔立ちが華やかでお化粧もドレスもばっちり決まってる。大人の女性……）

　しかも、アーロンに対して、いやに親しげな口ぶりだった。そおっとクラリスが窺ってみても、アーロンは別段顔色を変えることもなく、凪いだ表情をしている。

「久しぶりだね、シンディー。以前と変わらず元気そうで何よりだ。こんな森の奥まで何か用事でも？」

「あなたの顔を見に来たに決まっているじゃない！　可愛い幼なじみを邪険にしないで？　バーナードに頼み込んで、ようやく連れてきてもらったんだから。私一人じゃここ、近づけもしないんですもの。寂しかったわぁ～」

　愛想よく言いながら、シンディーと呼ばれたその女性は足音も高くアーロンに近づき、抱きしめるように腕を伸ばした。

　あ、と声にならない悲鳴を上げたクラリスをよそに、アーロンは最小限の動きでその腕をかわし、温度のない声で告げる。

「君は結婚している。幼なじみとはいえ、そうそう男に会う目的で出歩いて良いとは思えない。用事があればバーナードに伝言してくれれば良いし、必要とあらば俺から出向くよ。わざわざここまで足を運んでもらわなくても」

　冷たくは無いが、淡々とした物言いだった。

（幼なじみで、既婚者。では、この方はお師匠様の婚約者や恋人ではないのね）

　そのことにほっとしてから、そんな自分に気づいて血の気が引く思いをした。アーロンの私生活など、弟子であるクラリスにはなんの関係もないはず。それなのに、こんなにも意識しているだなんて。いまの無し、無し無し、と焦るクラリスであったが、ふと強い視線を感じて顔を上げた。シンディーが、興味深そうな目でクラリスを見ていた。

「あらぁ、バーナードから、最近アーロンが女の子と暮らし始めたって聞いたけど、まだ逃げ出されていなかったのね。ん～、ちょっと地味だけど可愛い。肌には張りがあるし、痩せているけれど、それだけお胸があれば抱き心地も悪くなさそう」

　シンディーの目が遠慮なく胸元に向けられ、クラリスは慌てて両手を交差させて胸を抱くようにしてかばった。着古した地味なシャツを身に着け、首元までボタンをしめて露出もしていないが、じろじろ見られると妙に恥ずかしい。その過剰な反応が面白かったのか、「うふ」とシンディーはご満悦な笑み。

「どぅ？　アーロンと仲良くしてる？　アーロン、優しいでしょ」

　あわわわわ、と腰が引けながらも、クラリスはなんとか頷いて見せた。

「はいっ。いつも何もわからない私に、すごく優しくて、なんでも教えてくださいます」

「な・ん・で・も？　わかるわぁ、あなたみたいな素直そうな子、すごく教え甲斐がありそうだもの。昼も夜も手取り足取り……」

「シンディー。俺の弟子をからかうな。クラリスも、ここは良いからお茶の準備を。この二人はそんなに長居はしない。夕食のことまで気を回さなくて大丈夫」

　はっきりと二人に聞こえるようにクラリスに指示を出してから、アーロンは戸口に立ったままにやにやと笑っているバーナードを渋面で睨みつける。

「あまり勝手なことをしないように。結界を強めにかけて、お前用の抜け道まで全部塞いでしまうぞ」

「おお、怖い。それで誰にも邪魔されない、二人だけの愛の巣がめでたく完成なわけだ。黒髪清楚系のお嬢さんがお前のタイプだってのは、ひと目見たときからわかってたけど。同居も上手くいっているみたいだし、仲良さそうだし。お前はもう、片時も手放せないくらいお嬢さんにメロメロで……」

「バーナード」

　アーロンが、陰々滅々とした声で、バーナードのセリフを遮った。

　なにやら妙な空気になりつつあるとクラリスは部外者なりにハラハラし、場をとりなすように明るい声で言った。

「お茶をご用意しますので、温室までどうぞどうぞ！　今日のおやつはお師匠様お手製のジンジャークッキーとアプリコットケーキです！　すごく甘くてスパイシーで、美味しいですよ！」
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　毎日のお茶の時間は、お湯を沸かすのも茶器を揃えるのも、二人で準備する。

　そのくらいは自分がやりますとクラリスが申し出ても、アーロンが譲らないのだ。

（朝晩の食事は基本的に私が作らせてもらっているけど、書庫で寝落ちした翌朝なんかはお師匠様がしっかり用意してくれていたし……。あのときはふわふわのパンには甘酸っぱいジャムと濃厚なバター。新鮮なサラダとほんのり甘いポタージュ、レモンクリームのパイ……美味しかった……。人生でいま、一番満たされた食生活を送らせてもらっています）

　食事だけではなく。

　助手と言いつつ、手助けするどころか教えてもらうことばかり。さらには、魔法の知識まで惜しみなく分け与えてもらっている。その上「住み込みで働いてもらっているのだから、当然」と給料まで渡してくる。「とても受け取れません！　むしろ授業料お支払いしなければいけないくらいなのに！」とクラリスが言っても、アーロンは「そんなわけにはいかない」と一切返金を受け付けない。

　そして、慌てるクラリスを見て、そっけなく感じるほどの口ぶりでさらっと言ったのだ。




　──今度、街に服でも仕立てに行ったら良いんじゃないかな。俺も付き合うから。




（あのときはとんでもない恐れ多いという気持ちが先に立ったけど……、こうしてお師匠様のお知り合いが屋敷にお見えになるなら、私が粗末な格好をしているわけにはいかないよね。お金なんてと遠慮して着古した服ばかり着ていたら、かえってお師匠様に迷惑をかけてしまう。私、全然気づいてなくて）

　来客二人とアーロンの分のお茶を温室横のキッチンで手早く準備し終え、シルバーのワゴンにのせて運ぶ。

　テーブルについて笑い声を響かせていたシンディーは、遠くからでもきらきらと輝いて見えた。高位貴族らしい気品と、若々しい気安さが嫌味なく華やかで、目を奪われずにはいられない。クラリスは、いかに自分が着飾ってもその足元には及ばないと身の程をわきまえているつもりではあったが、ここにきてアーロンが住む世界がどれほどのものか、思い知らされた気分だった。

　テーブルに茶器を並べていくと、アーロンが気づいて声をかけてきた。

「クラリス、一人分足りないようだ」

「どういったご用件かもわかりませんし、私は席を外しています。御用の際にはお呼びください。それではお客様、ごゆっくりどうぞ」

　クラリスは丁重に頭を下げる。顔を上げたとき、アーロンは物言いたげな表情をしていたものの「わかった」とだけ言って、クラリスを引き止めることはなかった。

　そのままクラリスがワゴンを押して去りかけたとき、バーナードが席を立った。

「俺は今回、シンディーの付き添いで、この話を聞く必要は無い。せっかくだから、お嬢さんの勉強の進捗でも聞いておこうかな」

「バーナード、余計なことはするな」

　アーロンが咎めるように口を挟んだものの、バーナードは悠然と腰に手をあて、にっこりと笑った。

「魔法局からクラリスちゃんに呼び出しがかかってるの、俺が待ったをかけて止めてきた。『その子はいま一流の魔道士に弟子入りしているから、魔力封印の必要はありません』って。俺は自分の発言に責任を持ちたいからね、クラリスちゃんの勉強がどの程度まで進んでいるか確認する義務がある。これで良いか？」

（そっか。王宮の騎士様だから、当然そういった機関とのつながりもあるんですね）

　暇つぶしでも冗談でもないと知って、クラリスは「でしたら、ぜひ私からもお願いしたいです」と言い添えた。

　アーロンだけが難しい顔をしていたが、やがて小さく息を吐きだして、頷いた。

「そういうことなら、了解した。ただしバーナード、俺の弟子は真面目に働いて、真面目に勉強している。間違えても不埒な真似はするなよ」

　冷ややかな眼差しで、一言一言、釘を刺すかのように言い放った。それに対し、バーナードは笑みを浮かべたまま「わかってるって」とごく軽く請け負ってから、クラリスの元へと歩み寄ってきた。

「それじゃまぁ、ここは若い二人に任せて、俺らは俺らで仲良くしよっか」







第三章 媚薬の効用








　シンディーが訪れたその日。

　アーロンとシンディーの話し合いは午後いっぱいに及び、魔法の授業は中止。日が暮れる前に「森から帰れなくなるから」とバーナードが声をかけ、そこで終わりになったものの、アーロンは固く難しい表情で二人を送り出していた。

　一方、別行動だったクラリスもまたバーナードから実に友好的な態度で「気になっていることあるでしょ。なんでも教えるよ！」と一方的にアーロン情報を教えられ、どんな顔をしてアーロンと接して良いか戸惑うまでの事態に陥っていた。

　結果的に、夕食の席で顔を合わせたものの、二人の間の会話はいつになく弾まなかった。

（バーナードさんが、お師匠様のことを私にたくさん言うから……。恋人も婚約者も今までいたことないだなんて、別に聞いてもいないのに……）




　──アーロンはな、生まれてこの方、乙女のような清らかさで、大切に大切に純潔を守っているんだ。あのまま守り通して三十歳にでもなれば、さらに偉大な魔道士になれるって思っているんじゃないかなぁ。

　──純潔を守り通せば偉大な魔道士に？　それって神と婚姻したという位置づけの巫女さまが、純潔を守り通すのと同じ意味合いですか？

　──同じかどうかはわからないが、近いものはあるかもしれない。なあ、お嬢さん、一緒に暮らしてみてあいつ、どうだ？　やっぱり、純潔は大切にしていると思うか？

　──言われてみれば……。このお屋敷には女性の出入りがありませんし、そもそも女性に限らず他の方の影を感じたことが無いので。しっかり守ってらっしゃると思います。

　──かーっ、そっかぁ！　まだ守っていたか、んん～～、そうかそうか。そうだったか。それはあいつにとっても辛いだろう。辛いだろうなぁ……。




（なぜ辛いのかはよくわかりませんでしたが、お師匠様の純潔がいまだ守られていて、今後も守られるべきものであるのはわかりました。……これ、お師匠様のいない場で聞いたことなので、できればお師匠様に「聞きました」と報告した方が良いように思うんですけど、どう切り出せば……）

　アーロンに断りもなく、アーロンの事情に関してバーナードと秘密を共有してしまったことに、居心地の悪さを感じる。だが、自然に話題にする方法がわからない。

　アーロンはアーロンで焼き立てパンやスープをテーブルに並べた後も難しい顔をしていたが、クラリスと目があったところで、意を決したように口を開いた。

「今日のシンディーの件だ。錬金術師としての腕を見込まれ、頼み事をされた。シンディーの事情もよくわかるので、受けることにした。明日から、ポーションとは違う薬を少々作るが、君はあまり気にしなくて良い」

　珍しく、奥歯にものの挟まったような物言いをする。クラリスは戸惑いつつ、確認した。

「私が製法を知ってはいけないような、秘密のお薬なのでしょうか。気にしなくて良いということですが、私はその期間、工房に立ち入ること自体避けた方が良いのではないですか」

「いや、何も特殊なものというわけではないし、こういった仕事ではよくある依頼で、利益率も良いから、独り立ちを見据えた場合君も作り方を知っておいて損は無いんだが……」

　やはり、アーロンの返答にはいつもの明瞭さが無い。固唾を呑んで見守っていたクラリスは、ついにアーロンが黙り込んでしまったのを見て、自分の意見を口にした。

「教えて頂けるのなら、ぜひ教えて頂きたいと思います。無理にとは言いませんが、機密事項でない限り、お師匠様のお仕事や依頼内容はなるべく把握しておきたいです」

「それはそうだな、うん。危険度の低い薬とはいえ、同じ空間でどんな作業が行われているかは知っておくべきだ。うん……、そうだな。わかっているんだが……」

「あの、お師匠様、スープがさめてしまいます。もし言いにくいことでしたら、お食事の後、あらためて、お師匠様の気持ちが固まったときに」

　悩みぶりがあまりに深刻で、クラリスとしてはそう言わざるを得なかった。それがかえってアーロンの背を押すことになったのか、アーロンは背筋を伸ばすと、食卓テーブルで正面に座ったクラリスを見つめて、真剣な面持ちで言った。

「シンディーは、夫婦関係が上手くいってないとのことだった。夫婦の営みというものがこのところさっぱりなく、御夫君の不貞を疑うに至ったのだとか。それ自体はさほど騒ぎ立てることではない、と本人は言っていたが……、問題は懐妊の兆候が無いことで、嫁ぎ先でずいぶん肩身の狭い思いをしているらしい。子どもができないのは自分のせいではない、夫にその気になってもらわなければということで……。今回、俺に媚薬を依頼してきた」

「はい。媚薬……、媚薬？」

　あまり耳慣れない単語であったため、聞き返してしまう。アーロンはついには、頭を抱えてしまいそうなほど眉を寄せ、瞼を伏せて頷いた。

「製法は難しくないし、材料は少々珍しいものも使うが、裏の畑にある薬草で事足りる。実際に、錬金術師に依頼される薬の中では、回復薬と同じくらい頻度の高いものだ」

　そこで区切ってから顔を上げ、クラリスの目をまっすぐに見つめて切々と続けた。

「錬金術師が手掛ける薬は、ほとんどの場合、使用者の魔力の強さに効果が左右される。強い魔力の持ち主にポーションを使えば、傷の治りが劇的に良くなるのがその良い例だ。俺はこの媚薬の製法に関しては、理由があって故意にその傾向を強くしている。だから、たとえ興味本位であっても、君は決して媚薬を摂取しないように。もし間違えて口に入ってしまったら、すぐに解毒薬を飲むんだ。おそらく、君ほどの魔力の保持者が飲むと大変なことになる」

　勢いに圧倒されたまま、クラリスは「はい」となんとか返事をした。

（お師匠様がここまで言うからには、媚薬の効果はきっとすごく大変なものなのね……。商品なのだし、普通なら間違えて飲むなんてありえないと思うけど、万が一の危機管理）

　夫婦不仲、子どもができない、その気になってもらう。

　恋人がいたこともなく、男女のことに疎いクラリスにはいまいち具体的な想像はついていなかったが、媚薬が強烈なものだということは伝わってきた。

　扱いには十分気をつけよう。心から、そう誓った。

　このときには、よもや自分が誤ってそれを飲んでしまうことなど、考えてもいなかった。





　＊　＊　＊






　一週間、大きな変化は無く穏やかに時間が過ぎた。

　午前中のポーション作りは、稀少な花から抽出した液を小瓶に詰める媚薬作成に置き換わったが、問題なく数は揃えられた。誤飲したときのために解毒薬も作ったものの、こちらは材料が不足していてようやく一つ出来たきり。

　期日であるその日、屋敷にはシンディーが一人で姿を見せた。

　貴族出身のアーロンの幼なじみで、現在は名家に嫁いでいるというシンディーだが「こんなこと、他の人には知られたくないの。本当はバーナードにだって言いたくなかったのよ」と。付き添いの侍女にはよく言い含めて、街で時間を潰させているとのこと。道々のトラップは、アーロンに貸与されていた護符で無効化し、無事に通り抜けてきていた。

　濃緑の綺麗なドレスの裾に隠した足元は、華奢なパンプスどころか山歩き用のブーツで、ちらりと見せられたクラリスは思わずにこにことしてしまった。

（お師匠様と長いお付き合いの方ですもの。私が身分違いに勝手に引け目を感じてしまったけれど、気さくで素敵な方なんだわ）

　アーロンと玄関で出迎え、温室に通し、クラリスはお茶を二人分用意した。ワゴンを押して向かうと、アーロンに「君も同席しなさい」と勧められる。「ですが」と逡巡すると、アーロンは咳払いをして言った。

「シンディーはれっきとした既婚者だ。こうして男の元に忍んできているというのは、用件がどうあれ、あまり外聞も良くない。幸い、この家には君がいる。何かあったときのために、俺とシンディーには何もなかったと証言してくれると実に助かる」

「そういうことでしたら……」

　良いですか？　の意味で様子を窺うと、シンディーは華やかに口元をほころばせて頷いた。そして、小指ほどのサイズのクリスタルガラスの瓶をつまみ上げ、目の高さで止める。

「私は構わなくてよ。アーロンと一緒に作業をしていた時点で、あなた、これが何か知っているのでしょう？」

　午前の爽やかな光を透過して、クリスタルが輝きをこぼす。クラリスは、笑顔で答えた。

「お師匠様が腕によりをかけて作った、ご夫婦円満のお薬です。私も、お二人の仲が深まるよう気持ちを込めてお手伝いしました。お役に立ったら嬉しいです！」

　シンディーは、クラリスの勢いにつられたように、笑みを広げた。

「あなた、ほんっと～に良い子ね。良い子だと思う。私、あなたのこと好きよ」

「そ、そんな、ありがとうございます。私も、シンディーさんは憧れです。あの、明るくて、お綺麗で、笑顔が素敵で……」

　ドキドキとしながらそう答えると、アーロンがくすっと笑って席を立った。

「クラリスのティーカップを持ってくる。ついでにオーブンに入れたビスケットを見てくるから、座って待っていて。君は俺と一緒に、ここのところずっと屋敷にこもりっきりだったからね。たまには俺以外の相手と話すのも気分転換になるんじゃないかな」

「そうよ、アーロンがこう言ってるんだから、少し私とおしゃべりしましょうよ」

　二人がかりで説得をされれば、拒むのも角が立つというもの。アーロンが椅子を引いてくれたので、クラリスは礼を言って腰を下ろす、シンディーと向き合った。アーロンはティーポットから二人分お茶を注ぐと、「ごゆっくり」と言い置き、黒の長衣の裾を翻して颯爽とその場を去って行く。

　二人きりになると、シンディーはにこぉーっとクラリスに満面の笑みを向け、立ち上がった。さっと椅子を持ち上げてクラリスの真横に移動し、その顔を意味ありげにのぞきこむ。

「アーロンってば、すっかりあなたに骨抜きにされているわね。よくやったわ」

「よくやった……？　お師匠様が私に甘いという意味なら、それはたぶん元々の性格なのだと思います。私よりも、シンディーさんの方がご存知では」

　クラリスは、距離の近さに警戒しつつ、慎重に言葉を選ぶ。

（気さくに振る舞っていても、高貴な方はときどき、何を考えているかわからないから……）

　シンディーは「謙虚なのね」と朗らかに笑って言った。

「私の知るアーロンはね、あの強い魔力のせいで怖がられていることも多かったわ。子どもの頃は魔力も安定していなかったこともあって、事故を恐れた大人に隔離されたこともあったの。それ以来、本人も人を寄せ付けなくなって、ずっとひとり。だけどあなたも気づいていると思うけど、彼は人間嫌いってわけじゃあ、ないでしょ。ここに引きこもっている生活が寂しくなっていたときに、あなたみたいな子が飛び込んできたら、そりゃあ甘やかしたくもなると思う。あなた本当に可愛いし、性格も素直そうだし、お胸も大きいし」

　クラリスはシンディーの視線を避けるように俯き、「胸は関係ないのでは」とぼそぼそと言い返した。シンディーは気にした様子もなくどん、と肩に肩をぶつけて耳元で囁いてくる。

「彼、見た目はそこらの美人じゃ太刀打ちできないくらいの美形だけど、あれで男よ～？　下心も欲望もあるに決まってるじゃない。今は自制しているとしても、あなたが手に届くところにいたら堪らないでしょうね。孕ませたくて仕方ないはずよ。あぁ、アーロン、見ているだけで辛そう……」

「孕ませたい、ですか？」

　露骨な表現であったが、（シンディーさんは子どもができないことで悩んでいるから、いつもそういうことが頭の隅にあるのかしら）と思うと、強く言い返すこともできず。ただ、どうも自分とアーロンについては誤解があるようだ、とクラリスは言葉を探した。

（お師匠様は私のことを、弟子としか見ていないと思います。下心なんて感じたこともないし、そういう空気になったことも無いし。たとえ私が、何か望んだとしても……）

　シンディーは、悶々と悩むクラリスを捨て置き、不意にクリスタルの小瓶をつまみ上げ、栓を抜く。え？　とクラリスが口を挟む前に、カップの一つに中身の全部を注いでしまった。

「シンディーさんっ？　それは、いま使っても……、即効性だってお師匠様が言っていましたので飲むのはおうちに帰ってからの方が。そもそも、旦那様にお使いになるのでは？」

　媚薬の瓶はまだ三つ残っていたが、何のつもりなのかとクラリスは焦って問い質す。シンディーはけろっとした様子でクラリスを見た。

「アーロンの腕は信用しているけれど、どうせ薬を盛っても夫は私に見向きもしないと思うわ。だけど、子ども子ども子ども、跡継ぎ跡継ぎ跡継ぎって義母がうるさいのだから、こうするしかないでしょう？」

「こうって、どういうことですか？」

「鈍いわね。アーロンが戻ってきたら、理由をつけてでもこのお茶を飲ませるのよ。即効性なの？　やったー。それじゃ、アーロンはすぐにでも性欲の虜になって、野獣のように私を犯してくれるでしょうね。アーロンなら私は構わないし、『子どもができないのはセックスしていないからだ』と義母に白状する気のない夫は、私が妊娠したって黙認するはずよ。アーロンの満たされない飢えも解消されて、これで万事解決」

（解決……!?）

　声も表情も明るいだけに、底知れないものがある。目が合うと、うふふ、と笑いかけてきさえする。クラリスには、その真意が掴めない。本気なのか、それとも他に何か別の狙いでもあるのか。

　わかっているのは、これが魔力に反応する媚薬であり、大魔道士であるアーロンに摂取させてはいけないという、その一点。

「お師匠様との間に、というのは不義密通ですし、シンディーさんとの仲を『何もない』状態に保とうとしているお師匠様の気持ちを無視しています。絶対にいけません。シンディーさんは、ご夫婦円満のためにこの薬を求めていたのではないですか？」

　クラリスは精一杯止めようとした。しかし、シンディーはさっと表情を消し去ると、素早くティーカップに手を伸ばした。

「じゃあ、この一杯は私が飲むのはどう？　私が媚薬でどうにもならなくなって『助けて』って泣いてすがったら、アーロンもやむを得ず体を使って慰めてくれるんじゃない？　それなら、そこには少なくともアーロンの『助けたい』という意思はあるでしょ？」

　ちらっと視線を流してきたシンディーの目元は、今にも泣き出しそうに見えた。その表情を見たら、クラリスの感情も乱れて、心の中に言いようのない悲しみが溢れた。

「シンディーさんは、お師匠様のお薬の効果を疑ってらっしゃるんですか？　そのお薬があればご夫婦の仲が良くなるって信じてお師匠様に依頼なさったんですよね？　それなのに、どうして使う前から諦めているんですか。シンディーさんが結ばれたいのも、孕まされたいのも、お師匠様ではないはずです。それなのに、なんで」

「そんなこと言われたって、愛される自信が無いんだもの、仕方ないでしょう！」

　つられたようにシンディーも激しい口調になり、そんな自分に気づいて口をつぐんだ。クラリスとて、ここで引かねば、と頭ではわかっていたのに、止められなかった。

「自信ってなんですか？　私もこのお薬作りに関わっています。何が足りてなくて、だめで、信用できないのか言ってください。どうすれば信じられるんですか？」

「そうね。あなたがいま私の目の前で飲んでくれたら、少なくとも安全性については信じられると思う。……夫に飲ませるんですもの、そこを気にするのは当然でしょう？」

　試されている、と気づきながらもクラリスはためらわずにその提案に乗った。お茶に手を伸ばす。止められる前に、一気に中身を飲み干した。

「うそ……ほんとに飲んじゃった。ぜんぶ」

　シンディーは目を丸くし、ぽかんとした表情でクラリスを見ていた。伸ばされた手が中途半端なところで静止している。「本気にしないで」と止めようとしていたのかもしれない。

（だけど、それでは安心できないですよね。大切な方に使う薬。迷いのあるままお帰り頂くわけにはいかないとおいう、これは私の意地でもあって）

「飲みました。少し、お茶が熱かったですけど、味はそこまで感じないです。ほんのり甘いくらいですが、これは花の蜜を使っているからですね。あとは……」

　なるべく冷静に使用感の言語化を試みていたクラリスであったが。

　ドクン、と。心臓が、強く鼓動を打った。クラリスは、左胸を手で押さえて、ぺたんと椅子に腰を落とした。

（即効性って、そんなに早く……？　まさか）

　目の前がグラグラする。確実に、薬が体のどこかに作用し始めているのを感じる。

　どうしよう、これはきっとまずい、と焦燥感はあるのに、どうして良いかわからない。

「大丈夫？　具合悪いの？」

　シンディーが、クラリスの顔をのぞきこむ。声に不安が滲み出ていて、クラリスはとっさに安心させるべく、頬を引きつらせながら笑った。

「……結構、効いてきたみたいですが、私はお師匠様の弟子で、初心者です。魔力の強さに反応する薬なので、心配はいりません」

　本当は、修行の練度と魔力量は直接関係がなく、クラリスは初心者でも魔力そのものは豊富であったが、敢えてそういった説明は避けた。

「苦しそうよ？」

「大丈夫です。それより、シンディーさん、何か……。私、お師匠様に薬を飲んだことが知れてしまうと大変なので……瓶を……」

　空瓶を見られたくない、とまで言えなかった。だが、シンディーにはそれで伝わったようで、テーブルの上に広げていた媚薬と解毒薬を、空瓶も含めてさっと集めて自分の小さなバッグにしまい込んだ。

　そこに、足音が近づいてきて、アーロンの低い美声が響く。

「シンディー、もう帰り支度か？」

　たったそれだけの言葉。自分の名が、呼ばれたわけでもないのに。

　クラリスはまるで耳元で囁かれたかのように意識してしまい、動悸が激しさを増すのを感じた。

　シンディーはバッグの持ち手を握りしめながら、「ええ、そうなの」と直前の動揺を包み隠して笑顔で答える。

「えーっと、用事を思い出しちゃって。アーロン、ちょっと森の出口まで送ってもらえないかしら。あなた飛行魔法あるでしょう？」

「そのくらいなら。クラリス、シンディーをそこまで送ってくるから、戸締まりをして待っていて。クラリス？」

　俯いて、体の変化をやり過ごそうとしていたクラリスであったが、怪訝そうに名を呼ばれてがばっと顔を上げた。

　どうしたの、と聞かれる前ににこにこと笑って言う。

「わかりました。お留守番しています。いってらっしゃいませ、お師匠様」

　シンディーが目で「ごめんなさい」と謝っていた。心配させたくなくて、クラリスは「気にしないでください」の意味で小さく頷いて見せた。
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　薬の効力は、飲んだ直後よりどんどん強くなっている。

　体のどこもかしこも信じられないくらいに敏感になってきているのを感じて、クラリスはひとまず温室を出てキッチンへ向かった。本当は、アーロンに見つからない場所に隠れてしまいたかったが、足がふらついて遠くまでいけない。

「はぁ、も、やだ……。どうしよう……」

　うわ言のように呟けば、唇から唾液が糸をひくように漏れ出す。たどり着いたキッチンの作業台にうつ伏せに倒れ込んだときには、目に涙が浮かんでいた。

　潰れた胸の頂きからは痺れるような快感。気づいたときには、満たしてくれる何かを求めるように、腰が揺れていた。

「だめなのに……、止まらない……」

　動きに沿って胸が天板にこすれ、痛いほどの刺激が全身を苛み、足の間に粗相したかのような濡れた感覚が広がる。こらえきれずに、クラリスはうつ伏せのまま手を伸ばして、スカートを掴んでまくり上げた。その奥に、指を押し付けてみる。

「あっ……」

　唇から、悲鳴が漏れ、涙がこぼれ落ちた。

　濡れているそこを指で弄る行為の、なんとはしたないことか。もしここにアーロンが帰ってきたらどう言い訳するのか。

　そう思いつつも、指を止められぬまま腰を揺するたび、卑猥な水音が響く。

「どうしよう……、お師匠さま、どうしよう。苦しいんです……。ああ……。お師匠さま、お師匠さま、お師匠さま……」

　自分でも何を口走っているのかわからなくなったそのとき、背後で音がした。




「クラリス……、君、何を……」




（お師匠様……！）

　クラリスは、涙を溢れさせながら振り返った。アーロンの驚いた表情を見たら、もう嘘や言い逃れなど一つも思い浮かばず、すべてを打ち明けてしまう。

「ああ……、お師匠さま、ごめんなさい、ごめんなさい、助けてください……。媚薬を口にしてしまいました。効果を消す方法……解毒薬を……」

「解毒薬はすべて、シンディーに渡してしまった。その媚薬は魔道具としてアレンジを加えているから、本人の魔力が高ければ高いほど、その……強く反応する。君の魔力量であればすごく苦しいと思うんだけど、解毒薬がなくては……」

　アーロンも狼狽しているらしく、すでに知っている基本的な説明を繰り返し、沈黙する。アイスブルーの瞳は、視線の置所を失ったように、落ち着きが無い。クラリスを見ようか見まいか激しく逡巡している様子だったが、結局、そうっと窺い見てきた。

　は、はぁ、とクラリスは熱い吐息をこぼしながら、アーロンを見つめて言った。

「お師匠さま、助けて」

　どうにかアーロンの元へ行こうと動いたものの、全身に力が入らず、作業台から落ちかける。素早く駆け寄ってきたアーロンが、強い力で抱き止めてくれた。

（お師匠様の腕、すごく気持ち良い……）

　すべてを投げ出してでも身を任せたくなる。クラリスは、潤む瞳でアーロンを見上げ、胸にすがりつきながら言った。

「助けてください……。お師匠さまになら私、どんなことをされても大丈夫ですから」

「どんなことでもと言われても……。ああ、なんてことだ。君のこんな……」

　苦しげに呟いてから、アーロンは喉を鳴らした。クラリスから目を逸らそうとしたようだが、溜息とともに今一度見下ろしてくる。

　アーロンと触れ合ったところが、どこもかしこも、心がざわつくほどに気持ち良い。クラリスは、アーロンの首に腕を回して引き寄せながら、懇願した。

「触ってください、私の体を」

「体って、どこを」

　片手でクラリスを抱き直し、空いた左手を浮かせて、アーロンが躊躇いがちに確認してくる。その手を掴んで、クラリスは自らの胸の上へと導いた。

　アーロンの骨ばった手がクラリスの胸を柔らかく押し潰し、指が食い込んでくる。

「んっ……気持ち良いです、お師匠様……胸、気持ち良いです、もっと」

「もっと……、こう？」

　握りしめるように力を加えられ、固く存在を主張していた頂も掌に押し潰されて、クラリスはすすり泣きのような声を上げた。

「お師匠様、もっと、もっとしてください、強く」

　片方だけでは足りなくて、右手も使って欲しいと体を揺すり、腕から逃れる。「クラリス」と焦ったアーロンの声を聞きながら床に身を投げ出して、仰向けになると強請るようにアーロンを見上げた。

「両手で……」

「床は痛いから、よしなさい。ここはこんなに明るいし……」

　アーロンの呟きが、薄い膜の外から聞こえるかのように遠く、現実感が無い。クラリスは「はやく」と言って、アーロンの腕を引いた。

「君は……」

　絶句してから、アーロンは身に着けていた灰色のローブを脱いで床に広げ、クラリスを両腕で抱きかかえてその上に横たえる。覚悟を決めたように「触るよ」と言ってから、両膝ついてクラリスの腰をまたぎ、両手を両胸に押し当ててやわやわと揉み込んだ。

（……手、優しい、優しいけど、もっと強く……）

　焦れたようにアーロンの下で腰を振り、クラリスは乱れた息をこぼす。

「ごめんなさい、お師匠様、ごめんなさい」

「何を謝っているの……？　悪いことしたの？」

　言いながら、片方の胸はゆるく揉みつつ、もう片方の胸では指の先で固くしこった乳首を押し潰し、摘み上げる動きをする。

　途端、びりびりとした快感が足の付け根の奥を走り抜け、クラリスは軽く腰を浮かせた。

「はぁ……っ、や、気持ち良い……！　お師匠様、気持ち良いっ」

「本当に、媚薬効いちゃってるね。君の魔力量だと快楽の感じ方が、かなり増幅しているはず……。こんなに淫らに腰まで振って」

　あられもない姿を冷静に指摘され、クラリスはいやいやするように首を振った。目を伏せると、涙がこぼれて頬を伝う。

（いやなのに、こんなのお師匠様に見られたくないのに、気持ちよくて……）

　快楽から逃れようと身を捩っていたはずなのに、いつの間にかアーロンの下で片方の膝を倒し、足を大きく開いてしまっていた。両方の乳首を布越しに指の腹で転がし、爪を立ててクラリスを鳴かせていたアーロンも、そのことに気づいた。

「クラリス、足が開いてる」

「はい、あの……辛くて。奥が、すごく……辛くて」

「さっき、自分で弄っていたところ？　そこも俺に触って欲しい？」

　見られていたことに羞恥をあおられ、熱を帯びた全身がさらにかあっとほてるのを感じつつ、クラリスががくがくと震えながら頷いた。

「ぬ、濡れてるんです。あの、濡れてて、どうして良いかわからなくて……」

「辛いの？」

　話しながら、アーロンが不意に胸を強く握りしめた。たまらず「ああんっ」と悲鳴を上げながら、「辛いです、辛くて」とクラリスは泣き声で答える。

　アーロンは無言となり、体の位置をずらしてクラリス足の間に膝をつく。「見ても大丈夫？」とわざわざ確認されて、クラリスは「お願いします」とかき消えてしまいそうな声で答えた。

　アーロンの手によって、スカートが腰の上までまくり上げられる。

　むき出しになった太ももに、視線が注がれているのを感じた。張り裂けそうなほどに高鳴る心臓の前で指を組み合わせ、クラリスは尋ねた。

「変、ですか……？」

　やや強引な手付きで、アーロンは片方の太ももに手を当て、ぐいっと押し広げた。

「すごく濡れてる。下着がぐちゃぐちゃで、太ももまで滴って濡れているよ。ほら、ここから、こう……」

　指で太ももをなぞり、ゆっくりと上まで辿って、はっきりと濡れた下着の上からそこを押した。ひどく感じる場所を責められ、クラリスはたまらず目を瞑った。

「は……、お師匠様、それ……」

「ここ？　気持ち良いの？」

　確認するように指でなぞられ、尖った肉芽に力を加えられたところで、クラリスは堪えきれずに自分からアーロンの指に腰を押し付けていた。

「あ、あん、お師匠様、ああっ」

　固い指先が肉芽を擦る感覚。さらには動きに沿って、指が奥まった割れ目にも食い込んで、めまいがするほどの快感に襲われる。

（こんなの、嫌われちゃう、はしたないって……だめなのに……！）

「もどかしそうだね、クラリス。もっと強くされたいんじゃない？　直接触ってみようか」

「はい、直接が良いです。そこ、触られると、あたま真っ白になる……」

　まだ昼前の、明るい日差しの中。キッチンの床に体を横たえ、アーロンによって足を押し広げられて、泣きながら腰を振り、「お師匠様……」と繰り返す。快楽に思考を染め上げられたクラリスには、ほとんど理性は残っていなかった。

　目を開けば、アーロンが怜悧な美貌に困惑を浮かべ、眉を寄せて見下ろしてくる。

「こんな、君が弱っているところにつけこんで、君の気持ちを無視して、俺は本当にひどいことを。これ以上は」

　ぐりぐりと押し付けられていた指が離れて行く。ここで投げ出されたらどうして良いかわからないクラリスは、逃すまいとするように両腕を伸ばして、アーロンの背に回した。

「違っ、あの、ぜんぶ、これ、私が……、ごめんなさいお師匠様っ」

（お師匠様にあんな顔させてしまって、私がいけないのに……！）

　胸が引き裂かれそうなほど痛いのに、体は心を裏切って、貪欲に目の前のアーロンを求めてしまう。抱きしめた腕に力を込めて、「お師匠様、見捨てないで。もっとしてください」と懇願すると、アーロンの体から力が抜けた。クラリスは足をアーロンの体に絡め、強く自分の方へと引き寄せる。

　美しく整った顔が間近に迫り、額がぶつかりそうな距離で、クラリスはそのアイスブルーの瞳に切なく乞い願った。

「キスしたいです。お師匠様、好き、キスして」

　言い終える前に、唇を奪われていた。
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　押し付けられた薄い唇の柔らかな感触。角度を変えて互いに何度も何度も口づけているうちに、やがて求め合うように舌が絡み合い、口腔内まで深く犯される。

「ふ……、ん……っ。お師匠様ぁ……」

　すうっと敏感なところに風を感じた。いつの間にか下着を剥ぎ取られ、濡れそぼったとこを直に指で弄られている。それがあまりに気持ちが良くて、クラリスは夢中で腰を揺らしていた。

「指、中に入れるよ……。痛かったら、我慢しないで声出して」

　耳元で、甘く優しく囁かれる。

　くちゅ、と水音を立てる口づけを再開し、舌に舌を絡め取られて顎を反らした瞬間、ぐいっと割れ目に指を押し込まれたのがわかった。

「んん～～っ」

「痛い？　大丈夫？」

　蜜口の浅いところを、宥めるように指でなぞられて、抜き差しされている。クラリスは少しずつ呼吸を整え、深く息を吐き出した。そのわずかに力が抜けた瞬間、狙い定めたように奥まで一気に貫かれ、クラリスはアーロンの背にしがみついた。

「っ、痛くは、ないです。気持ち良いです……」

「うん。すごく濡れていたおかげかな、狭いけど頑張って受け入れているよ。どこもかしこも、君は素直で従順だね。可愛い」

　くすっと笑いながら、アーロンはクラリスの耳たぶを甘咬みした。ほのかな痛みに、指を呑み込んだ箇所が強く反応して、切ないほどに締まっていく。じわっと愛液が染み出したのが自分でもはっきりとわかった。

「お師匠様……、胸も」

「なに？　どうされたいの？」

　くぷ、くぷ、と指の動きに合わせて水音が響き、そのたびに愛液が指にまとわりついて滴り落ちる。刺激に物足りなさを覚える前に、さらに二本目の指も差し込まれて、クラリスは甘えるような悲鳴を上げた。

「指、気持ち良くて、胸もいっぱいぎゅってされたいです。強く、ぎゅうって」

「服の上から？　それとも、直接？」

　わからないところある？　と教えてくれるときと同じく丁寧に問われ、浅ましい欲望まですべて白日のもとに引きずり出される。優しいのにどことなく嗜虐的な質問にくらくらとしながら、クラリスは震える手ですでにいくつか外れているシャツのボタンを指で探る。途端、中に埋め込まれた指が折り曲げられて、濡れた襞を抉るように刺激する。

「はぁんっ……」

「ほら、脱ぐんでしょ？　頑張って。手元が危ないよ、もっと落ち着いて」

　声は優しいのに、クラリスの足の間では激しく指が抜き差しされていて、ぐぽ、じゅる、と羞恥を煽る水音が響いている。

（お、お師匠様……、いじわるです……！）

　ほんの少しだけ非難したい気持ちもあるのに、それ以上に翻弄されることがたまらなく嬉しい。もっと意地悪して欲しい、と口にしてしまいたくなる。

「あん、んん、音が、恥ずかしい、です……」

　喘ぎながら、クラリスは手で顔を覆った。アーロンが濡れた指でボタンを手早くすべて外し、その下に着けていた下着も器用に外して近くに投げ出した。すべてを剥かれてしまったクラリスは、胸の前で腕を組み合わせ、アーロンをそっと窺い見た。

「あまり、見ないでください。大きくて、恥ずかしいんです」

　クラリスの裸身に目を奪われていたアーロンは、ほっと息を吐きだして「すごく可愛いよ」と囁きを落とす。それから、目を瞑って言った。

「見えていないと、難しいな。クラリスは、強くぎゅってされたいんだよね？」

　どことなくからかうような口ぶりで、クラリスはのろのろと腕を外した。いたたまれない思いで目を瞑り、「私が見なければ、見られていても……」と呟いた。

「本当に、見なくて大丈夫？　何されるか怖くないの？」

「お師匠様になら……、あッ!?」

　生暖かく、湿った感触に乳首を嬲られ、クラリスは声を跳ね上げた。目を開けて確認すると、アーロンが口をつけて、乳輪まで口に含んでなめしゃぶっていた。

（ああ、お師匠様が、私の胸を……）

　舌先で乳首を転がされ、唇をつけてきつく吸われる。同時に、蜜口にも指を押し込まれ、抽送が再開された。

　胸を吸われ、内側を指で丹念に擦り上げられ、クラリスは背にした灰色ローブをきつく指で握りしめながら甲高い悲鳴を上げた。

「あ……っ、お師匠様ぁ……っ」

　与えられる快感を貪るように腰を振っているうちに、一瞬意識が消え去った。

　戻ってきたときには、アーロンが白皙の美貌に壮絶な色香を漂わせ、濡れた唇に仄かな笑みを浮かべて見下ろしていた。

「これで、媚薬の効果は……」

　その表情を目にし、掠れた声を耳にしただけで。

　体の奥が淫靡に疼き、愛液がこぷりと漏れ出す。

　クラリスはふるふると首を振り、アーロンの目を見つめて羞恥に唇を噛み締めてから、そっと告げた。もっとください、と。

　アーロンは、悩ましげな吐息をこぼして、肩を落とす。

「だけど、これ以上は……。俺も優しくできない。自分を抑えられる自信が」

「抑えなくて、良いですから。お師匠様が気持ちよくなってくれたら、私も……」

「君はまた、男にそういうことを言う。君はこういうことは初めてだろう。それを、こんな形でだなんて」

「初めてだから。初めてだから、お師匠様が良いです。私に、たくさん教えてください。あ、でもお師匠様は、私では……」

　呼吸に胸を上下させながら、クラリスは濡れた足を無意識のように控えめに開く。

　アーロンは掌で額を押さえ、呻き声を漏らしてから、クラリスの唇に唇を押し付けた。

「俺は君が欲しい。気づいたらずっと君を目で追っていて、毎日君のことばかり考えている。今だってもう、好き過ぎて理性ぶっ壊れかけてるんだ。君を、抱くよ。手加減はできない」

　間近な位置で狂おしいまでに切ない目で見つめられ、クラリスはふわりと微笑む。

「はい」

「クラリス……口を開けて」

　言われるがままにクラリスは小さく口を開く。アーロンは、クラリスの手首を強い力で押さえつけ、痛みさえも与えながら、貪るような口づけとともに重ねて告げた。

「君は、俺のものになるんだ。俺だけを見て。もうどこにも行かせない」

　それまで理性で抑えつけていたであろう暗い欲望が、言葉となって溢れ出している。クラリスは、その切羽詰まった声に恍惚として聞き入っていた。

　アーロンは黒の長衣をまくり上げる。カチャカチャとベルトを外すような金属音を立ててから、クラリスの足の間に身を寄せて、強引に両手で膝を倒して足を押し開いた。

　快楽の余韻ではくはくと震える蜜口に、固い肉の切っ先があてがわれる。みしり、と入り口に押し込まれただけで、すぐに指とは比べ物にはならない質量と気づく。媚薬に蕩けた肉襞は歓喜に震え、きつく食い締めながら愛液を滴らせた。それをぬるりとまとわりつかせながら、肉杭は隘路の奥へ奥へと、ぐいぐいと押し込まれる。

　痛みはほんの少しあったが、それ以上に、目の裏で星が弾けるほどの圧倒的快楽に押し流された。クラリスはアーロンに組み敷かれたまま、悶え喘ぐ。ずん、と強く最奥を貫き、アーロンは苦しげな息を吐き出した。

「良い子……、根本まで全部咥え込んだよ。辛くない？」

　額を突き合わせて、瞳をのぞきこまれた。そのまなざしと声には優しさが戻っていて、クラリスは泣きたいような安心感を覚えつつ、ゆるく首を振って答える。

「大丈夫です……。お師匠様は……？」

「ん……。すごく気持ちよくて、少し辛い。痛くないなら、このまま動くからね」

　一度腰を軽く引き、小刻みに肉杭の抜き差しを開始する。窮屈なところが擦り上げられ、弾けるほどの強い刺激が絶え間なく続き、クラリスは悲鳴を上げて腰を浮かせた。

「ああっ」

　アーロンは堪えきれなくなったように両手を胸にあてがい、強く握りしめた。

「んん、はぁ、お師匠様、怖い。……気持ち良すぎて、怖いっ」

「怖くない怖くない、大丈夫。気持ち良いことだけ考えて」

「だって胸、気持ち良いです、痛いのが、良くて」

　自分が何を言っているのかもわからないまま、クラリスは喘ぎながら必死に訴えかける。揉み絞るように、強い力で両方の胸を握り潰された。

「胸だけ？　こっちは？」

　アーロンは抜けきるほどに肉杭を引いてから、一気に奥まで押し入れる。そのまま、ズン、ズン、とクラリスの体が揺れるほど強く腰を打ち付けた。

「ああんっ、あっあっ、あっ、お師匠様、そこもっ」

　クラリスが嬌声を上げると、膝を抱え上げられて、足を開かされた。無防備なそこに、なおさら強くぐりぐりと強く腰を押し付けられる。

「ここがどうしたの？」

　熱を帯びて掠れた声、容赦のない肉杭の攻めに、クラリスは喉を反らして答える。

「お師匠さま、優しいのにいじわるで、いじわるなお師匠さま、好きです。胸もそこもぜんぶ、ぎゅって、いじめてほしいです。ああっ、もっと、もっとひどくしてくださいっ」

　アーロンは無言のまま、胸に手を戻して、荒い息を吐き出した。

「そんなに言うなら、いっぱいいじめてあげるよ。いつも、見ちゃいけないって思っていたけど、可愛いなって……。こうして！　強く！」

「んんん〜〜〜〜！」

　ぎゅむっと握りしめられる。クラリスはめくるめく快感に打ち震えて爪の先まで痙攣させた。その動きは当然、アーロンを受け入れている肉襞まで伝わり、強く食い締める。

「こら。いじめられて喜んで、俺を咥え込んだまま一人でイッたよね、困った弟子だ」

　いまだに痙攣している肉筒を、ゴリっと容赦なく貫き、最奥まで打ち付ける動き。

　感じっぱなしのクラリスが意識を手放しかけると、不意にピシャッと尻を叩かれた。

「きゃああっ」

「お仕置きだよ。いじめられて泣いて喜ぶ君は、こういうのも好き？」

　体をぐいっと倒し、耳元に囁いてくる。クラリスが、あられもない悲鳴を上げながら「す、好きです」と言うと、耳に噛みつきながら熱い吐息をこぼして、笑った。

「すごく締まったよ。俺ももう限界……ッ」

　言うなり、体を起こしてクラリスの細腰をがっちりと両手で押さえ込む。身動きの一つも許さぬほど固定して、激しく腰を打ち付けた。

　やがて、ぐいぐいと奥の奥まで肉棒を押し付けながら、アーロンは息を吐き出した。

　どぷどぷと溢れ出したものが、深い部分に浴びせかけられる。

（ああ……あたたかい。幸せ……）

　この行為の意味するところを、霞みがかった頭でクラリスはぼんやりと考えようとする。しかし、いまだ繋がったままの部分が淫らに疼き、思考を消し去った。

「ごめんね、背中痛かったんじゃないかな」

　アーロンが気遣うような声をかけてくるも、クラリスは腰をゆるくくねらせ、足をアーロンの体に絡みつかせる。

「お師匠様、もっと……」

「クラリス、君、まだ媚薬の効果が抜けないの……？」

　目を見開いて聞き返され、クラリスはこくりと頷き、息を乱しながらアーロンの頬に手を伸ばした。

「もっと、してください」

　手に頬を擦り寄せながら、アーロンは眉を寄せて心配そうに言う。

「このまま続けてしまうと、君が怪我をしてしまう。俺が下になって、君が上になってみない？　背中に痣ができてしまうよ」

　実際に、そういう体勢になれないかと動こうとしたところで、クラリスはいやいやと首を振り、潤んだ瞳でアーロンを見上げた。

「お師匠様の下が良いです。押さえつけられて、ひどくされたいんです……」

　剥き出しの、被虐願望。

　アーロンは、その泣き濡れた顔を見下ろし、唾を飲み込んだ。気持ちを落ち着かせるように乱れた銀髪をかきあげてから、その手を下ろしてクラリスの腰を撫でる。「んっ」と期待に震えた喘ぎを耳にして、ゆっくりと言った。

「……痛いのはやめておこうね？　本当は背中も無理しているでしょう？　辛くなる前に俺の上になってみよう？　できるよね、クラリス」

　宥めるように言い聞かせ、ずるりと体の奥に埋めていたものを抜く。ほんのりと血の混じった白濁がとろりと溢れ出し、クラリスは「んっ、んっ」とくぐもった息を漏らした。アーロンは「可愛い」と小さく笑って、素早く体位を変える。クラリスの腰を掴み、床に座った自分の上にのせ、笑顔のまま言った。

「手を離すよ。怖かったらしがみついてね」

「あっ、お師匠様、待っ……私が上なんて。んっ、深いですっ」

　ずぶずぶと自重でアーロンの肉杭を飲み込み、深いところで受け止めて、クラリスは声にならない悲鳴を上げた。すがるように手を伸ばす。アーロンの着衣のままの肩に指を食い込ませたところで、アーロンが下から強く突き上げた。

「あんっ、ひどいっ」

　重く、激しく貫かれる。

「ひどくしてあげてるの。好きなんでしょう？　仕方ない子だね」

　言いながら、アーロンが何度も強く突き上げると、クラリスの胸が弾むように揺れた。アーロンはクラリスの腰を両手で掴み、切っ先で奥ぐりぐりといじめながら胸の頂きをぱくりと口に含む。

「んんんっ、全部なんてっ……お師匠様っ……」

　あまりの攻めに悲鳴を上げて、クラリスは目の前のアーロンの頭を掻き抱いた。胸に顔を埋める形になったアーロンは、口に含んでいた乳首を甘咬みする。

「…………ッ！」

　クラリスは全身を痙攣させ、呑み込んだ肉棒を体の奥で強く締め上げた。それは激しい刺激となって、アーロンを襲う。

「くっ……」

　歯を食いしばって快楽の奔流に耐え、一度やり過ごしてから、アーロンはクラリスを床に押し倒す。息をつく間を与えず、上から串刺しにするように執拗に何度も秘処を貫き、犯し抜いた。クラリスは「だめ……、気持ち良い……」とうわ言のように繰り返しつつ、びくびくとつま先まで震わせ、痙攣を繰り返す。アーロンが再び精を放って体を離した後も、ひとりで腰を揺する動きを止められないでいた。

　アーロンはそのクラリスの体に手を伸ばすと、うつ伏せにし、四つん這いの姿勢を取らせて後ろから犯した。激しい動きに揺れる胸を揉みしだき、叩けばひどく締まる尻を平手で打つ。「気持ち良いです」とクラリスを散々泣かせながら、奥の奥に精を浴びせかけた。

　クラリスはついには体を支えきれなくなって床に倒れ、足の間から白濁を滴らせながらアーロンを見上げる。

　目が合うと、安心したように腕を伸ばして、顔をほころばせた。




「好きです。お師匠様、ずっとそばにいたいです……。キス、してください」







第四章 好き過ぎて辛い








　抱き潰してしまった。

　という事実が、時間を追うにつれ、アーロンに重くのしかかった。

　情交の気配が色濃く残るキッチンの片付けをし終えたところで、がっくりと床に座り込んでしまう。とっぷりと暮れた空、窓の外に浮かんだ月を見上げては、深い息を吐き出した。

　シンディーに依頼されて用意した媚薬を、どういうことかクラリスは口にしてしまったらしい。アーロンが屋敷に戻ってきたときには、キッチンでひとり、喘ぎながらスカートをまくり上げて、白い太ももを晒していた。目に毒な光景だった。どうにか媚薬の効果を打ち消せないかと思い巡らせるも、自分の作った薬だけにその強力さはよく知るところであり。

　乞われたからというのは、アーロンの立場からすると体の良い言い訳に過ぎないが、無垢な乙女の体を思う存分に貪り、念入りに何度も何度も犯した。明るい時間帯から、キッチンの床で飲まず食わずで交わり続け、夜になり体力が尽きたクラリスが意識を手放すまで。

　媚薬はよほど効力を発揮したらしく、アーロンが止めようとしても、クラリスが足を絡めてすがってきたのだ。泣き濡れた目と喘ぎに枯らした声で、もっと、と。

（それで止められない俺も俺なんだけど……。クラリスは媚薬で我を失っていたとして、自分の好きな相手にそれを言われて理性が飛ばないほど、俺もできた人間じゃないというか）

　唇にむしゃぶりつき、柔らかく蕩けたところに肉の楔を打ち込んで執拗に攻め、奥の奥まで犯す。

　孕め。

　確実に、その欲望に突き動かされていた。

　素直でけなげで従順。努力家で、書庫で勉強をしながら寝てしまっていたこともあった。そんなに根を詰めて頑張らなくても、と思いながらその華奢で柔らかな体を抱き上げたとき、自分が彼女をどんな目で見ているかに気づいてしまった。

（だけど、二人暮らしで師弟関係と明確な上下がある中で、男から下心なんか見せられたら、勉強どころじゃない。いま大切な時期なのに。せめてきちんと魔法を身に付けて、それでも彼女がまだ俺のそばにいたいと言ってくれたら、そのときは）

　時期がくるまで、思いを明かすことは決して無い、そう決めていた。

　それなのに。

　好きと言われ、思いを抑えきれなくなり、欲情の赴くままに抱き潰した。

　アーロンは、意識を失ったクラリスを部屋に運び、体を風呂場で洗い清め、被せるだけの寝巻きを着せてベッドに寝かせてきた。それからキッチンに戻り、粛々と片付けた。

　絶大なる後悔と、反省。その一方で、想像をはるかに凌駕するクラリスの豊満な肢体、とろけた顔と甘えた声を思い出して絶望的な背徳感に浸る。

　良かったのだ。

　とてもとても良かったのだ。

　それまで知らなかった快楽の味。知らなければ知らないなりに生きていけると思っていたそれを知ってしまったことで、アーロンは今はっきりと、飢えに苦しんでいた。

　あんな形で不本意であろう関係を持ってしまったクラリスを、もうこんな自分のそばには置いておけない。

　わかっているのに、葛藤は増すばかり。

　アーロンは、重い重い溜息をついて、煌々と輝く月から目を背けた。





　＊　＊　＊






　窓から、明るい日差しが差し込んでいる。

　ずいぶんぐっすり寝た気がするが、時間感覚がなく、いったい今はいつなのだろう、とクラリスはベッドに横になったまま考えていた。

　やがて、ほんの少し寝返りを打とうとしたところで、足の間に怪しい疼きが蘇り、じゅく、と濡れた感覚があることに気づく。動きを止めてそこに意識を向ければ、腰回りの感覚が妙に重く鈍い。

「ん……」

　まだ下腹部に質力感のある何かが埋められたままであるかのような、違和感。そして、奥の奥で出されたものが、今にもとろりと溢れてきそうで、意識すればするほど体の中心がぐずぐずと甘く痺れ出す。

　掛け布をまくって見てみれば、きちんと寝巻きを身に着けており、目立った痕跡こそない。しかし昨日とは違う服装であるという事実に、ほんのりと冷や汗が浮かぶ。実際のところ、記憶の一部にもやがかかっていて、自分がどうやってここまでたどり着いたのかも覚えていないのだ。それでも思い出そうとすると、心臓に悪い光景が脳裏をよぎる。




　──お師匠様、もっとしてください、お師匠様にひどくされたいんです、いっぱいいじめてください……っ。




　ゆっくりと自分の唇まで手を持ってきて、掌で口元を覆った。

（言った……、夢じゃなくて、絶対に言ったと思う……！）

　波打つ銀髪に、印象的なアイスブルーの瞳。そして、女性と見紛うほどに繊細に整った美貌。クラリスの師匠であるアーロンは、長身で細身、掛け値なしの美人であり、その気になれば決して相手に不自由のないスペックながら、節度ある暮らしで純潔を貫いてきた高潔な魔道士だというのに。

　媚薬で理性のタガが外れたクラリスが助けを求めると、始めは手や唇の愛撫でなんとか鎮めようとしてくれていた。だというのに、クラリスがあまりにせがむので、ついには……。色白の肌を赤く染め、恥じらいを見せつつも、やがて普段の温厚さからは想像もつかない獰猛さでクラリスの体に挑んできた。腰を押さえつけ、胸を掴み、汗を迸らせながら何度も何度も肉杭で奥を穿ち、求めれば求めるほど手足を絡め、深い口づけをしてくれた。

　欲情に染まった瞳、嗜虐趣味をのぞかせた笑顔。可愛い、という囁き声。どこまでが妄想なのか現実なのか、あわわわわ、とクラリスは手で顔を覆う。

（どうしよう、私。お師匠様にあんな……あんなにいっぱいわがまま言って……お師匠様の純潔を奪ってしまった……!?）

　こうしてはいられない、と慌てて起き上がろうとしたが、体に力が入らない。背中を浮かせただけで、くた、ともう一度ベッドに倒れ込んでしまった。

　そのとき、ドアがノックされた。





　＊　＊　＊






「クラリス。起きてる？」

「は、はーい……！　起きてます」

　起き上がれないんですけど、と心の中で付け加えていると、再び廊下からアーロンの声が響く。

「食事を持ってきたけど、部屋の中へ入っても良いかな」

「はい、大丈夫です。あの……、ドアまで行けそうになくて……」

「うん。大丈夫、無理しないで。開けるよ」

　カチャ、と小さな音を立ててドアが開く。

　アーロンはいつもの黒の長衣をきちんと身に着け、お盆を手にしていた。その折り目正しく清廉な姿を見たら、顔から火が噴き出るかと思うほど恥ずかしかった。

　クラリスが媚薬を飲んでしまったせいとはいえ、アーロンにはありえないほどの痴態を晒してしまっている。さらには、夫婦でも恋人でもないというのに、無理なお願いを聞いてもらい、体の奥深いところで交わってしまったのだ。

（私は処女で……処女ではなくなったとしても、相手が他の誰でもないお師匠様なら。だけど、お師匠様は、純潔を大切にされていたのに……！）

　弟子の不手際、思いがけない事故で守り抜いてきたものを失ってしまったことについて、どう考えているのだろう。

　ドキドキと見守る視線の先で、アーロンは落ち着いた足取りで近づいてきた。

　クラリスの部屋には、明るい日差しの差し込む大きな窓があり、風にはためくカーテンは若草色、床には菜の花色の絨毯が敷かれている。飴色につやつやと光る木材の、品の良い調度品が配置されていて、初日に案内されたときには「ここを、本当に使って良いんですか？」と驚いてしまったくらい小綺麗な部屋だ。

　ベッドも清潔に整えられており、小花柄のファブリックで揃えられている。サイドテーブルのガラスの花瓶には、いつも庭で摘んだ花を飾っていた。その日は、白のガーベラが一輪。クラリスは花を替えた覚えはないので、アーロンが摘んできたに違いない。

（白のガーベラ……、花言葉は「純潔」……！）

　くらっと気が遠のき目の前が真っ暗になったところで、アーロンが小テーブルにお盆を置いてから、ベッドのそばまで歩いてきた。

「その……、体のことなんだけど」

「はっはいっ、本当にすみませんでしたっ」

　本来なら起き上がって詫びるべきなのだが、どうにも力が入らず。クラリスはほんの少しだけ身を起こしつつ精一杯謝る。アーロンは手を差し伸べようとしたが、クラリスと目が合うとそのままの姿勢で凝固した。

　キッチンでクラリスが前後不覚に陥ってふらついていたとき、アーロンが支えようとしたことですべてが始まってしまった。そのことを、二人同時に思い出している間だった。アーロンの白い肌が目元までさっと赤く染まり、クラリスもまた自分の顔にかぁっと血が上ってきているのを感じた。




　──あっ、いやっ、お師匠様、気持ち良いです、気持ち良い……っ。抜かないでっ。




　穴を掘って埋まってしまいたい気持ちのクラリスをよそに、アーロンは咳払いとともに懐から小瓶を出した。

「昨日はたくさん無理をさせてしまって。背中とか膝とか、擦りむいたりしていたみたいだから……。俺は回復魔法だけ得意じゃなくて。このポーションを使って」

　差し出されたガラスの小瓶に手を伸ばし、受け取った瞬間、思った以上に指に力が入らず毛布の上に落としてしまう。クラリスは焦りながらアーロンを見上げて、詫びた。

「すみません、手が震えて。この瓶……」

　特に裏の無い謝罪だったが、アーロンの反応はめざましく、顔全体からぼん、と煙が出そうなほど真っ赤になってしまった。

「この瓶の中身は本当に強いポーションだからね！　媚薬と同じ瓶を使ってしまったけど、そこは安心して！　君を媚薬漬けにしようなんて考えてないから」

「媚薬漬け……!?」

　想像もしていなかった言葉に、クラリスは素っ頓狂な声を上げてしまう。

（媚薬漬け……って、あの状態が毎日!?　昼も夜もないくらいあの場所が疼いて濡れて、お師匠様に助けを求めてしまうような……!?）

　アーロンは「昨日」と言ったが、その「昨日」がいつ終わったのか、クラリスはまったく思い出せない。わかっているのは、昼日中の明るい時分からキッチンの床で足を開いてアーロンを受け入れ、さらには自分からアーロンの上に乗って甘えて胸にすがりつき……。

「あんなに君にひどいことをした俺だから、信じてって言うのも難しいかもしれないけど……、嘘は言ってない。回復を早めるためにも飲んで欲しくて……」

　優しい性格のアーロンらしく、よもやクラリスをかばって自分を責めるような発言までしている。クラリスは慌てて、それを否定した。

「違います、お師匠様は何もひどいことなんてしていませんっ。それは全部私が強請ったからでっ。いつもお優しいお師匠様に、あんなわがままを聞いてもらってしまって」

「……うん。わがままだなんて思っていないけど、新しい扉をこじ開けられた感はあった、かな。俺、今まで、その……意地悪して喜ばれることがあるなんて、考えたこともなくて」

（あああ、清純なお師匠様が、真っ赤になって言葉を選びながらすごいことを口走って……）

　それを言わせているのは、まず間違いなく昨日の自分の醜態。クラリスは、横たわったまま毛布を顔の上まで引き上げて呻いた。

「すみませんでした」

「謝らなくて良いから。それを言ったら、俺の方こそ謝ることだらけだ。いくら君が媚薬に魔力の強化作用が加わって理性飛んでいたとはいえ、俺がもっと自制していれば」

「そんなことないです、悪いのは私です……っ！　お師匠様に無理を言って、あんな……」

　壮絶な色気を漂わせ、艶めかしい吐息を漏らしながら、瞳に野性的な光を宿したアーロン。不意打ちで思い出した光景に、クラリスは中途半端に言葉を切り、こくりと唾を飲んだ。

「無理というか、お願いされたからって、お尻を叩いたりはちょっとやりすぎなんじゃないかと……。ごめんね。体を清めるときはあまり見ないようにしたから、手形がついていないかまで見ていなくて……。俺の力強くなかった？　痛くない？」

（きゃああああああ。お師匠様に「お尻」なんて言わせちゃった……、あ、それにやっぱり、体を洗って寝巻きを着せてここまで運んでくれたの、お師匠様……！　二人暮らしだから他にいないわけなんだけど、私ってば何から何まで……）

　自分はどれだけこの綺麗なひとを辱めれば……と思いつつ、クラリスは毛布をそうっと目元まで下ろして、その影に隠れながらアーロンを見た。

「本当に痛みは大丈夫です……。お師匠様こそ、不本意だったのではないかと」

「それは……。初めてをあんな形でなんて……君になんと謝れば」

　すうっと目を逸らされて、クラリスはもし立っていたなら卒倒したであろう多大なショックを受けた。ある意味倒れたままの姿勢で助かった。

（お師匠様、後悔している……。お優しいからはっきりとは言わないけれど、私に初めてをあんな形で散らされたこと、絶対に後悔している。私には償いきれない。どうすれば）

「まずは、ポーションを飲んで。回復したらそこに食事を用意しているから、ゆっくり食べて、今日は無理しないで休んで。その後のことはまた、おいおい話そう」

　気まずい沈黙をその言葉で断ち切って、アーロンは毛布に転がった瓶を手にする。長い睫毛を伏せ、クラリスの方へとわずかに視線をくれた。そういった仕草のひとつひとつに今までそうと気づいていなかったぞくぞくするほどの色香を感じて、クラリスは目を奪われてしまう。

「手元が危ないなら俺が飲ませるけど、背中を手で支えても平気？」

「はい、お願いします」

　もぞもぞと毛布を首元まで下ろすと、アーロンがクラリスの背に腕を回して軽く体を持ち上げた。蓋を外し忘れたことに気づいたらしく、口で噛んで蓋を開ける。それを咥えたままガラス瓶本体をクラリスの唇に押し当て、傾けてきた。

　とろりとして、甘い雫が舌先から喉へと滑り落ちて行く。薬が瑞々しく体に染み渡り、気怠さや腰回りの重さが急速に回復に向かうのを感じつつ。クラリスの全神経は、アーロンの腕と触れ合った背中や、間近で見たアーロンの芸術品のような横顔、唇に蓋を咥えたま、無言で視線をくれたそのまなざしにすべて集中していた。

（媚薬じゃないのに……、ここでお師匠様を意識しちゃったらだめなのに……！）

　動悸がしているのを悟られたくなくて、クラリスは身を引く。その動きに、アーロンがはっとして腕を離した。どの動きも間違いではないはずなのに、二人ともずいぶんぎこちない。痛いほどの後悔とともに、クラリスは胸の中で叫んだ。

（もしかして私……、お師匠様とこの先ずっとこのまま……？）
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　ポーションの効力は素晴らしく、アーロンが部屋を去った後、試しにベッドから起き上がってみたらどこもかしこも元気で健康そのものだった。足腰に力が入らないといったこともなく、擦りむいていたという背中や膝にも痛みは無い。クラリスは寝巻きの裾を膝までまくり上げてみたが、すべすべとしていつも通りだった。ただ、体の中心に異物を呑み込んでいるかのような感覚だけは、依然として残っている。今まで秘められていたそこに、昨日はずっとアーロンを受け入れ続けていた証のように。

「はぁ～……、これからどうしよう……」

　小テーブルそばの椅子に座り、背もたれによりかかったところで、声が出た。

（お師匠様、今後のこと話し合おうって言っていたけど……。うっかり媚薬を口にして、押し倒してくる弟子と一つ屋根の下だなんて、身の危険を感じて嫌ですよね。あんなことの後なのに、追い出すどころか、手当てまでしてもらっているのが、ありがたすぎる……）

　お盆の上には、ほかほかと湯気の立つ食事が並んでいた。

　ふわふわのパンにはオレンジの甘酸っぱい自家製ジャムが添えられていて、サラダは彩りも鮮やかな葉野菜と林檎とビーツ。フェンネルの浮いたクリームスープは、スペルト小麦のパスタ入り。スプーンですくって一口食べると、口の中にほのかに甘くてスパイシーな味が広がる。あまりの多幸感に、クラリスはほうっと息をついた。

「美味しい……。すっごくお腹空いてたんだ……美味しい。お師匠様のお料理、鍋いっぱい食べたい……」

　ぐっすり寝たまま一晩越えているということは、前日の朝食以来、丸一日以上何も口にしていなかったことになる。一度食べ始めると、止まらなかった。あっという間に平らげてしまってから、クラリスはお腹をそうっと撫でる。足りない。

　そわそわとしながら、シャツとスカートに着替え、お盆を手にしてキッチンへと向かった。食器を片付けがてら、焼き菓子のひとつでも……と甘い期待をしつつ、ふと良い匂いが廊下まで漂っていることに気づいて戸口から中をのぞきこむ。

　ちょうど、銀髪を一本に結い上げたアーロンが、何か調理をしている最中だった。クラリスの視線の先でさっと振り返ると、いつものようにおっとりと微笑みかけてくる。

「食欲どう？　食べられた？」

「はい、それはもうすごく美味しくて……！　お師匠様のお料理を食べると、本当に幸せな気分になります。全部あっという間に食べてしまって、足りないくらい……」

　最後に、隠しきれなかった本音が出てしまった。アーロンは柔らかい表情のまま、くすくすと声を立てて笑った。

「そうだよね。体力使ったから。俺も気づいたらすごくお腹空いていたよ。備蓄食べ尽くすかと思った。クラリスが食べられそうなら、羊肉の煮込みがあるからよそってあげるね」

「この良い匂い、そうかなって思っていたんですけど。もしかして、子羊とレンズ豆の煮込みですね。わ～美味しそう。大好きなんです」

「うん。いつもそう言っているから。夕食にと思って朝から仕込んでいたんだけど、もう出来上がってるから。クラリスの好きな皮がバリバリに固いパンもあるよ、一緒にどうぞ。そこに座って待っていて」

「そんな、お師匠様だけ働かせるわけには……っ」

　普段からクラリスがぼんやりしていると「できる方がやればいいだけだ」と言ってなんでも用事を済ませてしまうところがあるアーロンだが、この日はまた格別だった。

（甘やかされている……。そんなにしてくれてなくても良いのに……）

　焦ったクラリスに、アーロンはごくなんでもないことのように言った。

「気にしなくて良い。まだ体が辛いだろうし、無理に動かないで」

　視線が、何気なくキッチンの中を横切る。つられて、クラリスも同じ方向へと顔を向けた。

　パン作り等に使っている、広めの作業台が目に入った。同時に、聞き流しかけていた「体力を使った」「体が辛いだろうし」といった言葉がさーっと頭の中を駆け巡り出す。

　ほんの一日前、まさにこの明るい日差しの中、その場所であられもない姿で交わり続けた記憶が、まざまざと蘇ってきた。

（それもこれも、私がお師匠様を襲ってしまったから！　あああ、キッチンの何を見ても思い出してしまう、お師匠様を意識してしまう……っ）

　いたたまれなさに、クラリスは蚊の鳴くような声で告げた。

「あ……の……、昨日は本当に……無理やり迫ってすみませんでした」

「クラリス、お願いだから謝らないで。詳しい状況はわからないけど、君が進んで媚薬を口にするとは思わない。シンディーと何かあったなら、目を離した俺が悪いんだ」

　アーロンも後悔しているらしく、苦しげな声で告げられる。クラリスは「お師匠様は悪くありません」と首を振った。

「シンディーさん、子どもができないことをすごく悩んでいらして……。旦那様は媚薬を使ってさえもその気にならないかもしれないから、いっそお師匠様に飲ませようと、止める間もなくお茶に媚薬を。お師匠様が飲まないなら、自分が飲んでお師匠様に迫ると仰っていて、止めなければと思い、私が飲んでしまいました。……飲んでしまいました！」

　アーロンは掌で顔を覆い、深い溜息をついた。

「そんなところだと思った。俺はたとえ媚薬を使われてもシンディーに手を出したりはしない。それで子どもができても、その子になんと言えば良いかわからないだろ。世の中には絶対にやってはいけないことがある。シンディーも冷静になればわかるはずなのに」

（そうですよね、お師匠様の中では人妻との密通で不義の子だなんて、許されるはずが無いこと……）

　その考えはよくわかるのだが、さらにその先まで考えると、クラリスは途端に落ち着かない気分になる。同年代に比べても、知識はさほど多くない自覚はあったが、それでも昨日自分はアーロンと、夫婦や恋人でなければ許されない行為をしたと理解している。子どもが欲しいシンディーが求めていた行為とは、即ち昨日の一連の出来事。ここにきて、クラリスにもその可能性が出てきたということなのだ。

（子ども……。私に、お師匠様の……）

　そんなことがあるのだろうか、と不思議な気持ちでクラリスはそっとお腹に手をあてた。その仕草に、アーロンが気づいた。

「クラリス。昨日のことだけど……。解毒薬があればあんなことにはならなかったのに、用意がなかったために、俺は取り返しのつかないことをしてしまった」

「はい……」

　眉を寄せ、真摯な表情で見下ろしてくるアーロンを前に、クラリスもしゅんとうなだれてしまった。

（解毒薬が無いことは一緒に準備した私だって知っていたのに、後先考えずに媚薬を口にしてしまって。お師匠様は何も悪くないです。それなのに、私に大切な純潔を散らされて、取り返しのつかないことに）

「この先どうするかについて、俺は何を置いても君の判断を尊重する。いまは君にとって大切な時期だし、俺は少なくとも君が初級の免許を獲得までは自分で見るつもりだったけど……。君がここにいたくないと言うのなら、伝手を辿って他の魔道士を紹介する。そこは心配しないように。君の将来、やりたいこと、俺のできる範囲ですべて応援する。それと、もし君が俺の子を孕んでいた場合……」

　クラリスが顔を上げると、アーロンがまっすぐに見下ろしてきていた。

「私がお師匠様の子を……」

「あれだけ俺の子種を受け入れたんだ。可能性はある。そのときは、たとえこの屋敷を出ていても、教えて欲しい。君の望む形で、責任を取りたい。その、君には昨日の会話がどのくらい記憶として残っているかわからないけど。あのとき言っていたことが真実なら」

　切々と、誠実そのものの態度で、言葉を選びながら伝えられる内容。そのどれもが、ほんのわずかずつながら、クラリスの希望を削っていく。

（お師匠様は、私がこの屋敷を出ていくことを前提で話している……？　やっぱり、あんなことがあった以上、もう一緒に暮らせないと考えておいでですね）

　話し合うべきなのだろう。互いに納得できるまで、とことん話し合うべきなのだ。そうわかっていながら、アーロンとの別離の予感に胸が締め付けられるように痛み、クラリスは言葉もなく俯いてしまった。それをどう受け取ったのか、アーロンの穏やかな声が耳に届いた。

「結論を急がせるようなことを言って悪い。お腹が空いているときに、込み入った話はやめておこう。まずは腹ごしらえだ」

　クラリスが顔を上げると、アーロンは見ているのがいっそ切ないほどに優しく笑って言った。

「君は温室で待っていて。すぐに運ぶから」
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　クラリスが立ち去るのを見届けてから、アーロンは足元をふらつかせ、戸棚に背を預けて大きな溜息をついた。

（俺は自分が信じられない。クラリスに近づかれると、反応している……。昨日あんなにしたのに、手が出そうになる。嘘だろ。誰か嘘だと言ってくれ……）

　体の相性というものは、他に経験のないアーロンにはわからなかったが、一般論として魔力が高ければ「感度」も高いというのは魔道士間において常識として語られていた。それを、今まで実地で知る機会はなかった。しかし前日の一件でアーロンはまざまざと思い知った。アーロンもクラリスも魔力が高い上に、媚薬の効果まで加わっていたので、堪らないものがあったのだ。

　それでも、昨日あれだけ行為に耽って、時間も経過しており、常習性もない薬であるから、効果など残っているはずもないのに。

　ベッドに横たわるクラリスを一目見ただけで、背筋がぞくりとして、血流がおかしくなった。どれだけ気の所為だと思おうとしても、打ち消せるものではなかった。アーロンは、今まで自分を捕食者と想定したことはなく、むしろ淡白な方だと信じていたのだが、まったくそんなことはないという現実にまさに直面してしまった。

　それでなくても、そういった行為は通常、就寝時に寝室で秘めやかに行われるもの、と漠然と信じていたのである。それが、昼の光の中で所構わず致したことにより、根本的な部分で常識が塗りつぶされるなり書き換えられるなりした感がある。

「こんな俺のそばに、君はいてはいけない……」

　いつどんなきっかけで、押し倒してしまうかわかったものではない。アーロンはその危険性をひしひしと感じていた。しかし一緒に暮らしているこの環境で、距離を置くのはどう考えても難しい。クラリスの肉体をこれ以上弄んでしまう前に、どうにかして逃さねば。

　アーロンは、両手で顔を覆って、低く呻いた。

（だめだ、時間が経てば経つほど、「どうすれば手放さないで済むか」を考えてしまう。俺はもうまともじゃない。そんな抜け道を探してクラリスをここに縛り付けてしまう前に、外に逃さないと……！　俺はどんな手段を使ってでも、君を手に入れようとしてしまう）

　恐ろしい妄想に支配されかけたそのとき、屋敷の周囲に張り巡らせた魔法の網を誰かが通り抜けた感覚があった。馴染みのあるそれは、バーナードの訪れだとすぐにわかる。

　アーロンは、鍋の元へ戻り、手早く一人分の煮込み料理を皿によそった。

　クラリスに食事をしてもらっている間に、バーナードに会って来よう。ひとりで悩んでいるよりはクラリス以外の人間と接して、闇に落ちかけている精神を客観視する機会を持たなければ。

　その思いから、温室に料理を運び、クラリスには「バーナードが来ているから」とだけ断りを入れてさっとその場を後にした。

　とにかく、今はクラリスと顔を合わせているのが辛かったのだ。




　慌てて走り去るアーロンの背を、クラリスが絶望に満ちたまなざしで見送っていることに、アーロンはついに気づかなかった。
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「バーナードっ」

　結い上げた銀髪を振り乱し、いつになく余裕のない表情で屋敷から飛び出してきたアーロンを目にして、バーナードはひゅうっと口笛を吹いた。

「ヤったな」

　花の咲き乱れる小道を駆けてきた勢いのまま、アーロンは両腕を突き出してバーナードの厚い肩をガシッと掴む。

「お前何を知っているんだいまのっ！　そもそも今日は何しに来たっ」

「どうどう、落ち着けアーロン、お前らしくない。俺が今日ここに来た理由は、シンディーから様子を見てきてくれって頼まれたからだ。あいつ、いつも軽く言うけど、子どもが出来ないってことかなり思い悩んでいて……。いっそアーロンでも良いかと思って、媚薬を飲ませたとかなんとか。髪の色が旦那と同じだからアーロンの子なら」

「シンディーとは何もない！　誓って、何もしていない、シンディーには！」

　肩をがっくんがっくん揺すぶりながら、アーロンが声高に主張した。されるがままに揺れながら、バーナードは「あ～」ととぼけた声を出した。

「これはなんだ、俺はどうすればいいんだ。『語るに落ちているみたいだけど、シンディーとは何もなかったってことはあの可愛い娘とは』って言えば良いのか」

「あっ……」

　アーロンの色白の頬がみるみる間に、赤く染まる。伏せた長い睫毛が震え、過剰な色気を放ち、バーナードは確信を得た。

「そりゃ、お前の作る媚薬は強烈だからな……。前に仕事として依頼したときに『昔からある製法通りに作っているから、試用はしていないけど大丈夫』って渡されたけどよ……。あれ依頼主が王族だったから、一応騎士のひとりが試しに使ったら恋人と三日三晩こもりっきりでも全然萎えなくてヤバイって。実際に使った依頼主も、これは問題があるって、お前に製造中止を厳命していたよな……。アレを」

「それは……、さすがに禁止されているそのものを作るわけにはいかないから、効果は使用者の魔力に準じるように改良を加えていたんだ。シンディーのところは夫婦で魔力は一般的な貴族くらいだから、我を失うほどの作用は無いはずで……。……魔力が高くなければ」

　ためらいがちに、アーロンが付け足した一言。

　その意味するところを正確に悟り、バーナードは破顔した。

「なるほど。お前が使っても、クラリスお嬢さんが使っても、効果は天井知らずってわけか。どうだ、具合は良かったか」

「そういうことはみだりに口にするな」

　アーロンは焦ったように言い募る。その少年じみた純朴そうな顔を見ているうちに、からかわずにはいられなくなったバーナードは、太い指でふにっと頬をつまみ上げた。

「上品ぶってないで白状しろよ。お前、最初からあの娘のこと気に入っていたし、一緒に暮らしてからは目に入れても痛くないくらい可愛いがっていただろ。『勉強熱心で俺にも刺激になっているし、よく気が利いてなんでもやろうとしてくれる。いずれ独立するんだろうけど、本音を言えばこのままずっとここにいて欲しい』なんて言ってたよな？　それ全部あの娘が好きって言ってるも同然だし、添い遂げたいくらいの強い願望だろ？　あの娘だって」

「俺はともかく、クラリスの気持ちは……聞けてないから」

　バーナードの指から逃れ、頬を拳でごしごしとこすりながら、アーロンがぼそぼそと答えた。

「聞かなくてもわかりそうなもんだけど、お前の場合立場が立場だからねえ。上司で家主で免許証出す権力もある。お前から迫ったらお嬢さんが拒めないと思えば、迂闊に聞けないわなぁ。お嬢さんから迫られたら別だろうけど、あの娘はあの娘で、奥手そうな」

　話しているうちに、アーロンが顔から火を噴いて硬直していることに目ざとく気づく。

「マジで？　まさか、お嬢さんから？」

「どこまでお前が知っているかわかんないんだけど、シンディーが薬を盛ったのは俺じゃなくてクラリスなんだよ。それで……なんというか……収まりがつかなくなっちゃって、回避できる状況じゃなくて」

「揉んだのか、あの胸を」

　アーロンはがっくりと首を垂れて地面にめりこみそうなほど落ち込みつつ、バーナードの肩に片手をかけた。

「クラリスのこと、そういう目で見るのはやめてくれ。お前を生かしておけなくなる」

「お、おう。わかった、思っても言わないでおく」

「思うのもだめだ。媚薬を使ったクラリスがどうなるかだなんて、そんなこと世界中で俺だけが知っていれば良いんだ」

　アーロンは、ギリッとバーナードの肩に指を食い込ませつつ、顔を上げた。アイスブルーの瞳には、常にはない攻撃性が宿り、全身から凶悪さを思わせる魔力が溢れ出ている。バーナードは頬を引きつらせて、アーロンの腕に手を置いた。

「気持ちひとつで世界を滅ぼそうとするのはやめようか。俺を殺しても止まらないだろ、それ」

　宥める口ぶりであったが、アーロンは興奮冷めやらぬ様子で念押しのように言った。

「媚薬と魔力の相乗効果で、被虐願望むき出しで喘ぎ悶えて、泣き乱れる彼女の姿なんて絶対に想像するなよ」

　バーナードは空いた手で目元を覆い「馬鹿」と小声で罵る。その手に、アーロンは蝋細工のような白い手で掴みかかって剥がし、「想像したのか？」と冷ややかに問いただした。「するもんか」とバーナードは真っ赤な嘘を口にしてから、何食わぬ様子で続けた。

「なんていうか……、童貞にはキッツ……。しかも通常時だって高魔力保持者同士の場合、感度倍増するんだっけ？　そら、えぐいことに」

「えぐいなんて言うなよ。頭ん中まで溶けて変になりそうだったけど、クラリスもそうだったかなんて俺には知りようもないし、確認したらセクハラだろ。このまま一緒に暮らしていたら俺……」

　悩みがそのまま口をついて出てしまっていることを、アーロンはこのとき明らかに失念しているようだった。その余裕の無さを興味深く眺めつつ、バーナードは「どうなるんだ？」とさりげなく先を促す。アーロンは、苦悩に満ちた声で告げた。

「昼も夜もなく盛りそう。所構わず押し倒して犯しそうで自分が怖い」

「それはまあ、新婚の正しい姿だな。そうして愛の結晶、子どもが生まれるわけで」

「新婚!?」

「あーいやいやいや。シンディーのところの話だよ、今頃ヤってるかなぁって。はっはっは」

　目をむいたアーロンに対し、バーナードは非常に苦しい答えで話を逸らそうと試みた。実際には、女性的ですらある美貌の青年アーロンが口走った内容があまりに扇情的で、煽っておきながら若干動揺していた。

（一度味を知ってしまえば、そうなるか……。誰にも邪魔されない森の奥で、感度も相性も抜群の若い男女が二人きりで暮らしていたら、そりゃ昼も夜もなくなる……）

「それでお前は三十歳まで守り抜く予定の童貞をここで……、偉大な魔道士になる前に」

「俗説。馬鹿馬鹿しい。だいたい、男女の交わりが汚れであるなんて俺は考えていない。経験のあるなしで人間なんて変わるものじゃないだろ。その……、ただ、未熟な人間が味を覚えてしまうことに関して、慎重になるべきだという意味なら、理解はできる。かなりの自制心が無いと、理性がぶっ飛んで戻らなくなるから」

「ひとつ聞くけど、それは相手がシンディーでも？　つまり、他の女でも、か？」

　すごいこと口走っているみたいだけど、とバーナードが確認で口を挟むと、アーロンはいかにも心外といった顔をして答えた。

「何を言っているんだ？　そんなことあり得ないだろう。シンディーは人妻だし、他の女性というのも俺は思いつかない。俺が理性飛ぶほど執着している相手なんか一人だけだ」

　バーナードは、無言でアーロンの肩に手を置いた。うん、うん、とひとしきり頷いて見せてから、きっぱりと言った。

「俺が今日ここに来た用事は、もう済んだ。邪魔者は帰るから、お前は今自分が言ったことをよーくよーく考えてみて、その上でお嬢さんとしっかり話し合え。お前のことだから、お互いの修行のためにも、もう一緒に暮らせないなんてお嬢さんを遠ざけかねないけど、その前に話し合うんだ。つべこべ言わず。今すぐ」

　言われっぱなしだったアーロンは目を丸くし、きょとんとしてバーナードに聞き返した。

「なんでそこまで俺のことがわかってるんだ？」

　万感の思いを込めて溜息をつき、バーナードは一言だけ答えた。

「わかりやすいから、お前」
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　子羊とレンズ豆の煮込みは、それはもう本当に美味しかった。

「ごちそうさまです、お師匠様」

　食べ終わった皿を前に、クラリスは深々と頭を垂れる。

　肉の柔らかさ、染み込んだスープの味わい、すべてがクラリス好みで口に合っていて、こんなに美味しいものを毎日のように食べられる今は、破格の待遇だというのに。

　助手として実地で魔道具の作り方を見せてもらえて、魔法も教えてもらうことができて、書庫にも自由に出入りができる。

　クラリスにとってここでの暮らしは、働き詰めだった子ども時代の苦しさがすべて記憶の彼方に行ってしまうほど、満ち足りたものであった。

（まさかその恩人のお師匠様の純潔を奪ってしまうなんて……）

　考えれば考えるほど、いても立ってもいられない気分になる。悪いことをした、申し訳ないことをした、と思う。その気持ちに嘘は無いのに。

　心の奥底に、どうしても振り払いきれない思いがある。

　媚薬で理性を溶かされていながらも、クラリスはあのとき、毎日一緒に暮らしてきたアーロンの見たことのない顔をたくさん見てしまった。そのどれもが、思い出すたびにあまりにも愛しくて、頭の芯がぼうっとしてくる。同時に、体の深いところが疼く。抑え込もうとして、クラリスは両腕で自分の体を強く抱きしめた。媚薬の効果は切れているはずなのに、今にもアーロンに「助けてください」とすがりそうになる。そんな自分の体の浅ましさを、クラリスはどうにもできずに持て余していた。

（これ以上なんて、絶対、絶対、だめなのに。お師匠様を困らせてしまう）

　それでなくても、悩んでいる様子だった。優しくて言い出せないだけで、もう心は決まっているのかもしれない。もし、期日を切られて「出て行け」とはっきり言われたら、クラリスの立場からは何も言えない。悪いのは全部自分なのだともわかっている。

「お師匠様……」

　想像だけで涙が出てしまいそうで、クラリスは唇を噛み締めた。そのとき、近づいてくる足音を耳にして、慌てて顔を上げる。バーナードと話してくると出て行ったアーロンが帰ってきたに違いない。

「クラリス」

　温室にいくつも並べられた鉢植え、背の高い植物の向こう側から、アーロンが声をかけてくる。

「はいっ」

　勢いよく返事をして、クラリスは立ち上がった。

　アーロンが、アイスブルーの瞳を見開いて、勢いに少し驚いたような顔をした。すぐに、ふわっとした微笑を浮かべた。

「料理足りてる？」

「だ、大丈夫です。たくさんよそってくださっていたので、いっぱい食べました。美味しかったですっ」

「ん。そっか」

　無駄にハキハキと答えると、アーロンは短く返事をした。そして、沈黙。やや長過ぎる間、二人はどちらからとも口をきけずに黙り込んでしまった。

（悪いことばかり考えてしまう……。お師匠様の性格上言いづらいことなんだから、私から聞かなければいけないのに）

　覚悟を決めて、口を開こうとしたその瞬間。

「……今日は君も疲れていると思うから、ゆっくり休んで。片付けも気にしないで」

　君「も」と言われて、何も言えなくなってしまった。

　普段なら邪推などしないのに「ゆっくり休んで、片付けも気にしないで」が今は顔を合わせたくないという意味なのかと思ったら、胸が詰まり、頭を下げるので精一杯だった。

「はい。お言葉に甘えて、休ませて頂きます」

　つっかかりながら答えて、早足に進む。

　アーロンの横を、顔を伏せたまま通り過ぎた。呼び止められることはなかった。

　クラリスは、そのまま一目散に自分の部屋へと向かった。







　服を着たままベッドに飛び込み、いつの間にか寝てしまったらしい。

　目を覚ましたときには、窓から月光が白々と差し込む夜となっていた。

「片付けも気にしないでと言われていたとはいえ、本当に寝てしまうなんて……」

　自分にほとほと愛想が尽きてしまう、とクラリスは落ち込みながらもベッドから抜け出て、靴を履く。すっかり目が冴えていたので、いつもの習慣通りに部屋を出て、書庫へと向かった。

　こんな月の明るい夜は、燭台を持たずとも不便は無い。廊下を横切り、書庫のドアを開けてするりと中へ入り込む。さすがに書架に並んだ本の一冊一冊、背表紙を確認するほどの明るさはなかったが、まだ読んでいないものを、と高いところに手を伸ばして一冊掴むと、窓辺へと向かった。

　ときどき、本を読みながら寝てしまうクラリスは、火を灯さず月明かりで本を読むようにしていた。

　大きな窓の下に座り心地の良い揺り椅子がある。床でクラリスが寝ているのを見つけた後、アーロンが念のためと言って運び込んでくれたものだ。

（お師匠様……）

　見ていうるうちに、じわっと目に涙が浮かんできた。もうあの優しい人と、ここで一緒に暮らしていくのは無理なのではないか、と悪い予感で頭がいっぱいになってしまう。思い悩んでいるくらいなら、自分から聞けば良いのに。わかっていても、怖くて、昼間は聞けなかった。明日こそ言わねば、とは思うものの気持ちばかりがどんどん重く沈んでいく。そのせいで、足音には気づかなかったらしい。

「……ドアが開いていたから、もしかしてと思ったけど。昼間勉強しなかったから、遅れが気になっちゃった？」

　不意打ちの、低い声。

　クラリスは「あ、あ、」と間の抜けた声を上げ、手にしていた本を取り落としてしまった。

（本になんてことを～～）

　慌ててしゃがみこんで拾い上げる。

　そこに影が落ちてきた。そーっと視線を下から上へと向けると、柔らかそうな白い布地の部屋着に紺色のガウンを引っ掛けた部屋着姿のアーロンが立っていた。黒の長衣を見慣れている分、寛いだ服装を目の当たりにすると、いつもとは違った新鮮なときめきがある。

（ときめいている……場合ではなくて！）

　動揺するクラリスに構わず、アーロンはクラリスの手元に目を向けて、実直そうな口ぶりで言った。

「その本、かなり上級者向けの内容だから、クラリスにはまだ難しいかもしれない」

「はい、暗くて背表紙見てなくて、なんとなく手にしただけで」

　クラリスは言い訳を並べ立ててアーロンの横を走り抜ける。書架の上の段へと、背伸びをしながら戻そうとした。だが、取ったときと違って、なかなか上手く隙間にはめることが出来ない。

「大丈夫？」

　見かねたように、アーロンがクラリスの後ろに立ち、手を伸ばしてくる。固い指先が本を持つ手に触れた瞬間、耳のそばでアーロンの呼気を感じた錯覚があり、クラリスは固まってしまった。一方のアーロンは、その反応を気にしていないようでごく普通に本を戻す。

「焦らなくて良いからね。その前に、覚えることがたくさんあるから……」

　クラリスの真後ろで何気なく話し始めたアーロンの言葉が、そこで不意に途絶えた。

（お師匠様が未来の話をしていて、そこに私がいて……）

　クラリスはそのことに大いに関心があるものの、いま心の大部分を占めているのはそれだけではない。アーロンに背後を取られ、書架に挟まれているというこの状況。ほんの少しでも動いたら、アーロンに触れてしまうという緊張感。そして必然的に連想される、昨日のキッチンでの光景……。

「クラリス、話したいことがあったんだ。あまり先延ばしにしたくないから、いま聞いても良い？」

　背中でアーロンが話を再開する。姿が見えないというだけで、すでに心臓が痛いほど鳴り始めているが、クラリスは「はい」と上ずった声で答えた。

（この状況も、お師匠様の声も、何を言おうとしているのかも、全部緊張する……！）

　クラリスが息を止めて耳を澄ませたところで、アーロンが意を決したように告げてきた。

「俺の本音を言えば、クラリスにはこのまま、屋敷にとどまって欲しいと願っている。クラリスは、どう考えている？」

「私は……」

　どくどくと鳴る心臓を、服の上から手で押さえる。クラリスは、体をひねるようにして勢いをつけて振り返った。
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　普段、アーロンとはこんな夜遅くまで一緒に過ごすことは無い。節度ある距離を保って、二人だけの生活を維持する努力をしてきた。

　そこに、互いを窺い合う緊張感が漂い始めたのはいつの頃からだっただろう。

　おやすみといって別れるとき、本当はもっと一緒にいたいと願い、今頃何をしているのだろうと気になってしまう。

　月明かりの下で見るアーロンは、まさに夢でも良いから会いたいと願った、仕事時間とは違う姿。問いかけの返答を黙して待ちつつ、目を細めてクラリスを見つめてきている。クラリスはいま彼の視界にいるのは自分だけなのだとにわかに意識してしまい、緊張に喉を干上がらせ、かぼそい声で答えた。

「私も、ここにいたいです。ずっとずっと、お師匠様のそばにいたいです……！」

　アーロンは軽く瞬きをし、真摯な表情のまま再び問いかけてきた。

「それは、免許を取るまで？　その先は？」

（その先も？　ここにずっといられたら、私にはそれ以上のことなんてない）

「いつまでも……、私の願いは、お師匠様といつまでも一緒にいることです」

　アーロンが両腕を伸ばしてきて、クラリスを狭い空間に閉じ込めた。間近で見つめたアイスブルーの瞳には、見たこともないほどの、熱い情愛が浮かんでいる。クラリスが何も言えないでいると、アーロンの指がクラリスの髪を優しく梳いた。

「喉痛いの？　声が辛そう」

「いいえ……、緊張してしまって」

「どうして。俺が怖い？」

　指が耳を掠め、ぞくりと快感が走り、クラリスは身を震わせた。その反応を悪く受け止められなくて、首を振る。

「怖くないです。好き過ぎて辛いだけです。胸が痛くて、自分でもどうすれば良いのか」

「キスして良い？」

　流れるように問われて、指先が唇に軽く触れる。クラリスが顔をあげると、アーロンが甘く切ない微笑を浮かべていて、押し殺した声で言った。

「俺も君が好き過ぎて辛い。こんなにそばにいるのに、気が急く。どこにも行かせたくない。君を離したくない。俺だけのものにしてしまいたい」

　クラリスは腕を伸ばして、アーロンの首にしがみついた。キスしてください、と耳元で告げて目を瞑る。願いは叶えられ、薄い唇が、唇に重ねられる。やがてその口づけは、互いを貪り合うような深いものになった。







第五章 結ばれる夜








「はっ……ふっ……んんっ」

　口の中の粘膜を舐められ、舌を吸い上げられ、歯列の裏まで舌でなぞられる。

　アーロンは両腕を書架につき、絶対逃さないとばかりにクラリスを追い詰め、クラリスもまたアーロンの背に腕を伸ばしてしがみついていた。

（キス。昨日みたいな……嬉しい……）

「おし……しょう、さま……」

　口づけの合間になんとか声を上げると、強い力で抱きしめられる。指が肩と腰に食い込み、クラリスが甘い声を上げると、アーロンがふふっと笑った。

「クラリス、キス好き？」

「好きです、気持ち良い……。お師匠様は」

「うん、好き。君とずっとこうしていたい。嬉しくて、まだ夢を見ているみたい」

　アーロンの固い胸板にクラリスの胸が押し潰される。荒く息をこぼしながら、クラリスもアーロンにすがりつく腕に力を込めた。

「お師匠様、私、お師匠様のことが好きです。大好きなんです」

「俺も。クラリス、そんなに可愛いこと言わないで。また俺の方が、理性飛ぶから……」

　アーロンは片腕でククラリスを抱き直し、片手を臀部に食い込ませながら、膝を足の間にねじ込み、膝頭でぐっと秘処を擦り上げつつクラリスを見下ろした。

　上気した目元に、壮絶な色香が漂っている。

　膝は、クラリスの感じるところを嬲り、クラリスはあられもない喘ぎ声を上げた。アーロンは足での攻めをそこで止めて、クラリスの髪に口づけを落とした。

「もう、昨日みたいにいじめてって俺を煽っちゃだめだよ。優しくしたいんだ」

「……はい。優しく、してください……」

「うん」

　アーロンはもう一度キスをするように身をかがめ、そこで小さく噴き出した。何事かとクラリスが探るように見つめると、気恥ずかしそうに笑いながら言った。

「キッチンの床でした後は、書庫でだなんて、さすがに節操が無さすぎる。君の部屋に行っても良いかな」

　クラリスは、顔がみるみる間に熱く、赤くなっていくのを感じて俯いた。

（今晩も、す、するんだ。お師匠様と私……）

　期待するなんてはしたないと恥じ入る気持ちがあるのに、一方で体のどこもかしこもがすでに官能の予感にざわついているのをまざまざと感じる。

「大丈夫です」

　感極まってそれだけ答えると、前髪を指先で優しくかきわけられて、額に口付けられる。

「好きだ、クラリス。君のことが好き。昨日もたくさん言ったけど、覚えてる？　言葉より体の記憶が鮮明かもしれないけど……君が好き」

　多幸感で息が詰まりそうなほどの、愛の言葉。

　クラリスはぽーっとしかけたが、不意に思い出したことがあり、我に返ってアーロンを見上げた。

「お師匠様、昨日のことはやはり、謝らせてください。お師匠様の大切に守り通してきた純潔を、私が散らしてしまったことについて」

　胸に手をあて、切々と。

　何度か瞬きしてから、アーロンは目を瞑り、がっくりと首を落とした。

「それを君に言ったのは、バーナードか。他にいないな」

「はい。偉大な魔道士様になる条件だとお聞きしました」

「できることなら耳を清めの水で洗い流した方が良い。そんな戯言は今すぐ忘れてしましなさい。デマだから」

「お師匠様の純潔が……？」

「守り抜くと大魔道士の方！　俺はそんな俗説関係なく、ここ十年くらいもう押しも押されもせぬ大魔道士だよ！　だからクラリスもそんなこと謝らなくて良い！」

　いつになく、断固とした口調で言われて、クラリスは異論の挟む余地なしと理解して素早く返事をした。

　アーロンは、ふぅ、と息を吐き出してから、クラリスの手を取って指を絡めて手をつなぐ。ちらっと視線を流してきて、いつものように明るい声で言った。

「行こう」

　クラリスの好きな、優しさの滲む笑顔で。
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　月明かりの差し込む部屋のベッドの上で、クラリスは一糸まとわぬ姿となっていた。

（媚薬を言い訳にできない状況って……とにかく恥ずかしい……っ）

　脱がせたのはアーロンで、律儀に「ボタン外すね？」と確認しながら一枚一枚剥かれてしまった。下着の最後の一枚まで、優しく丁寧に。

　自分の服も脱ぎ去って、アーロンもまた引き締まった裸身を晒していた。薄い肉付きでどこにも無駄はなく、神殿に飾られる彫刻のように優美な造形をしている。クラリスは緊張で顔からせいぜい上半身まで視線を向けることができなかったが、見られていることに気づいたアーロンが微笑みかけてきた。

「クラリス、君は綺麗で可愛い。昨日は乱暴にして、ごめんね」

　うっとりと見つめられたクラリスは、胸を両手でかばいながら、横向きの姿勢になってアーロンの目から逃れようとする。咎めることなく、アーロンはふふっと笑って、上半身を倒し、むき出しの肩に口づけをした。ちゅ、とひそやかな音が立つ。

「き、昨日は……その、気持ちよかったので大丈夫です。いつもお優しいお師匠様が、すごく激しくて……」

「あんまりクラリスが可愛くて、歯止めがきかなくて……。媚薬を飲んでいたのがクラリスで良かったかも。俺が飲んでいたら、何をしていたことか」

　肩を押されて、仰向けに倒される。クラリスの両脇にアーロンが手を付き、体ごと乗り上げて見下ろしながらふわりと笑った。

「怖いよね、媚薬を飲んでなくてもあれだけ君の体を犯し続けたんだ。もし俺が……」

　囁きながら、首元に顔を埋めて、ついばむようなキスを繰り返す。その触れるか触れないかの感触に身を震わせながら、クラリスは想像してしまった。

（媚薬で我を失ったお師匠様……。怖いような、見てみたいような）

　口づけを鎖骨の位置までずらしたところで、アーロンがかりっと歯を立ててそこに噛みつく。クラリスは痛みよりも驚きに、短く悲鳴を上げた。アーロンは「だめだよ」と囁きながら、胸をかばうクラリスの腕を両方ともベッドに押し付けた。

「いま想像したよね？　肉欲の虜になった俺に、はちゃめちゃにされること。だめだからね、今でさえ俺は少しおかしいんだ。君を愛して可愛がって優しくしたいのに、意地悪して泣かせてよがらせたいって願望がせめぎ合ってる。どうしたものか……」

　噛んだところを舌で舐めてから、さらに移動しながら口づけを続けて、ついにはすでにツンと尖っていた胸の頂きを口に含む。思わず体を起こしたクラリスは、アーロンの唇がそこに吸い付き、柔らかな舌でこね回している光景を視覚で受け止めて、羞恥に悶えた。

「や……っ、お師匠様、待って」

　乳輪ごと口に吸い込まれ、固くなった乳首を舌先で押し込むように容赦なく責められた。甘い痺れにクラリスは背をのけぞらせて悲鳴を上げる。同時に、もう一方の胸を大きな掌で覆われ、乳首に軽く爪を立てられてぴりっと痛みが走り、腰が浮き上がった。

「それ、だめです……っ」

「声、可愛い。もう腰がびくびくしているよ。昨日中でいっぱい出したから、溢れてきちゃうかもね」

「言わないでください、恥ずかしい……。昨日は媚薬のせいでおかしかったんです」

　アーロンは乳首にちゅっと口づけてから顔を上げ、面白そうにクラリスを見つめた。

「今日はどうなの？　もう全部俺に見せた後なのに、何が恥ずかしいの？」

「全部って、記憶もあやふやで……。今はそうじゃないので」

「それはつまり、今日は全部覚えてられるってこと？　それじゃ、昨日しなかったことも、たくさんしようね」

　わずかの隙も逃さぬように、アーロンは言葉尻を取ってクラリスをじわじわと追い詰める。そして、足の間に手を滑り込ませた。すでに官能に染まってひくついている秘裂を指で探り当てると、花芽を親指で弄びながら指を差し入れる。昨日の今日で、そこは喜びに打ち震えるように蜜を滴らせ、アーロンの固い指を受け入れた。

「うん、すごく濡れてる。君のか俺のかわからないけど……。見ても大丈夫？」

　その言葉の響きに、うっすらと記憶が蘇る。昨日もこんな風に聞かれた、と思いながらクラリスは消え入りそうな声で「見ます？」と尋ねた。アーロンは「うん」と頷き、身を引いて足の間に位置取り、両手で太腿を押さえて足を押し開いた。

「んっ、あの、やっぱり、恥ずかしい……っ」

　耐えられずにクラリスは身を捩ったが、アーロンの手に腰を押さえつけられ、なすすべもなく。アーロンは身をかがめると、クラリスの足の間に顔を近づけて、蜜を溢れさせた花唇を舌でなぞった。

「あっ、うそ、だめです、お師匠様っ」

　慌てて体を起こし、クラリスはアーロンの頭に手をのせた。しかし、力尽くで押し返して良いか躊躇する。その間に、アーロンの舌は花芽を探りあてて、舌先で弄んだ。

「……っ、そんなこと……っ」

　逃げなければと思うのに、下肢に力が入らない。アーロンの舌は大胆さを増して、再び淫唇の奥に差し込まれ、溢れ出た愛液を啜り上げ、舐め取る。

　目も眩むほどの快感と羞恥に、クラリスは背をのけぞらせ、ベッドに体を投げ出した。全身の力が抜けて行く。抵抗の一つもできぬまま、身を任せてしまう。アーロンは何度も舌を挿入し、丹念に入り口を舐める。そのすべてが、昨日初めて知ったばかりの快楽を強烈に呼び戻し、クラリスは知らぬ間に腰を揺すっていた。

「たくさん溢れてくるよ……。可愛く腰を振ってるね、気持ち良い？」

　優しく言われて、クラリスは両手で顔を覆った。

「見ないでください……、私、いま変な顔してます……」

「だめ、見せなさい。クラリスの全部を知りたいんだ。変じゃないよ、すごく可愛い」

　アーロンは体の位置をずらして、クラリスの耳に息を吹きかけて囁きかけながら、耳たぶを甘噛みする。きゃ、と小さな悲鳴を聞くと、ふふっと笑って、足の間を指で弄り始めた。

「クラリスのここ、今日も俺のでいっぱいにするね。中でたくさん出すよ。君を孕ませたくて仕方ないんだ。君が俺の子を生むかもって考えて以来すごく興奮してる。ここで俺を受け止めてくれるよね」

　いつになく低い声。指で感じるところを嬲られ続け、ちゃぷちゃぷと恥ずかしい音を立てながら抜き差しされて、クラリスは身悶えしながらうわ言のように繰り返した。

「あ、赤ちゃんっ……お師匠様の……」

「うん、俺と君の赤ちゃん。君が気持ちよさそうに乱れているのを見ると、俺も疼いて仕方ないよ。どうしよう、やっぱり俺が媚薬を飲んで、三日三晩君を抱き潰してみようか。孕むまでずっと。どう？」

　ぞくぞくぞくっと背筋を震えが駆け抜けた。

　見下ろしてきたアーロンの瞳は、いつもと同じアイスブルーなのに、ひどく熱っぽい。クラリスはその熱に溶かされたように瞳を潤ませて、答えた。

「赤ちゃん……産みたいです。お師匠様の赤ちゃん欲しいですっ」

　くっ、とアーロンの口の端が持ち上がった。挑みかけてくるような獰猛なまなざし。あっという間に膝の裏に手を差し入れられ、足を大きく開かれる。

　乱れた銀の髪が、クラリスの鼻先を掠めた。

「煽らないでって自分で言ったくせに、結局君に言わせちゃった……」

　その表情に苦悩がよぎったのを見て、クラリスはとっさに両腕を差し伸べた。

「大丈夫です、受け止めますから……。私にお師匠様を、ください。そんなに辛い顔をしないで……。もう、十分大切にして頂いています」

　アーロンはクラリスの手を捕まえて、指や掌に口づけをしてから「ありがとう」と呟いた。そして、両手で腰を押さえつける。

「君に会えて良かった。君を、心から愛している」

　蜜を滴らせ、はくはくとひくつくそこに、熱い切っ先が押し当てられる。ず、と押し込まれた瞬間、クラリスはぴんと背を反らして喘いだ。

（待っ……こんなに、大っきい……）

　その悲鳴は、なんとか飲み込む。受け止めると、言ったのだから。

　まだ男を受け入れなれていない隘路に、熱く固く質量のある肉杭が容赦なく入り込んできた。濡れ襞が引き攣れながらまとわりつき、愛液を滲ませて健気にその動きを助けようとする。

「お師匠様……ッ」

「まだ辛い？　ごめんね、止められない。なるべく力を抜いて」

　クラリスは、ベッドに背を押し付け、黒髪を振り乱しつつも「大丈夫です」と小さな声で告げた。アーロンは宥めるようにクラリスの髪を梳きつつも、動きを緩めることなく腰を押し進め、ゴリッと最奥を先端で押し潰した。

「……っ……お師匠様、ぜんぶ……」

　声にならない悲鳴を上げてクラリスが身悶えると、アーロンは苦しみに耐えるようにきつく眉を寄せつつ「うん、全部」と答えた。

「君は昨日何度も、ここまで全部飲み込んでいる。すぐに思い出すよ。少し動いても良い？」

「はい、あの、動いてもらった方が」

　不意に、ぐっと腰を引かれたかと思うと、浅い部分で出し入れされ、何度も擦り上げられた。快感を呼び覚ます動き。けれどそこだけでは物足りなさもあって、クラリスは夢中で手を伸ばしてアーロンにしがみついた。

「気持ち良い、です、そこ、あの」

「ん？　どうしたの？　今日は媚薬が無いから、少しずつ慣らした方が良いよね？」

「んっ、んっ」

　少しずつ抜き差しは深くなるが、奥まで届かないのがもどかしい。クラリスはアーロンにしがみつきながら、ゆるく首を振った。

（お師匠様、すっかりいつもの優しいお師匠様で……。こんなに優しくしなくても。もっと強く……）

「どうしたの、クラリス。何かあるなら、その可愛い口で教えて？　どうされたいの？」

「ああ、あの、お師匠様、も、もう少し……」

「もう少し何？　昨日はあんなに上手におねだりできていたでしょう？　思い出して。それとも、お薬使わないと素直になれないの？　媚薬いーっぱい飲んで、わけわかんなくならないとだめ？　でもそれだと、クラリスあんまり覚えてられないでしょう」

　ゆっくりと浅いところだけを行き来しながら、アーロンがあやすように言う。その言葉が、優しいのか残酷なのか、クラリスにはもうわからない。

「はい、お薬はいりません。ぜんぶ覚えてますっ。でもあの、なんか、ちょっと」

「足りないの？　そういうときは自分で腰を振りながら言うんだよ。奥までいっぱいいじめてください、て。言えるよね」

　ほら、と腰の動きで腰を軽く揺すぶられ、クラリスは思わず身悶えした。激しい呼吸に胸を弾ませながら、がくがくと頷き、湧き上がる快感に濡れた目でアーロンを見上げた。

「いっぱい、いっぱいいじめて、奥までぎゅーってしてください。赤ちゃん欲しいです、おねが……はぅっ」

　自分でも、精一杯腰をくねらせたところで、ズブッと肉杭を奥の奥まで押し込められた。

「よくできました。クラリスは素直で物覚えが良いよ。自慢の弟子だけど、誰にも見せないでここに閉じ込めておきたくなっちゃうね……ッ」

　ガツッ、と叩きつけられて目の奥で火花が散り、息が止まった。アーロンは細い腰を指が食い込むほどに強く掴み、激しく腰を打ち付ける。

「全部飲み込んで。君は俺だけの……」

　びゅーっと、熱い飛沫を深いところに浴びせかけられるのを、クラリスは目を瞑って受け止めた。ひく、ひく、と彼を咥え込んでいる場所全体が呼吸するように痙攣する。まるで、出されたものを懸命に飲み込もうとするかのように。

　少しの間動きを止めていたアーロンは、まったく硬さの衰えないそれで、ゆっくりと内側を擦る動きを再開した。それが、喘ぎながら呼吸を整えようとしているクラリスには、強い刺激となる。たまらず、腰を捻って逃げを打つ。

「待って、お師匠様、まだ……」

「待たないよ。泣き顔も可愛い。もっと泣かせたくなる」

　熱っぽく呟き、腰から離した手をそのまま胸へと持っていく。両方の胸を、形が変わるほどに揉み上げ、指を食い込ませて乳首を摘み上げた。そのたびに、面白いほどクラリスの体は反応して、刺し貫かれたままの腰が跳ねる。

「胸も可愛い。君はどこもかしこも可愛いくて、いっそ食べてしまいたい」

　言うなり、一度目以上に激しく奥をがつがつと突き上げ始め、クラリスは悲鳴を迸らせた。

「きゃああああ、ん、ん、あっあっあっ」

　胸を揉みくちゃにしながら、ひたすらに腰を打ち付ける動きは、ただ自分の快楽を追い求めているだけのような容赦のなさだった。それでいて、魔力による感度と体の相性とも言うべきものの作用か、クラリスは苦しいどころか凄まじい快感に襲われ、訳がわからなくなるほど声を上げ続けた。

「気持ち良い、お師匠様、それ、気持ち良い、あっあっ、きゃん、あふ……」

「可愛い、クラリス、可愛いよ。腰を振るのが上手だね。もっと乱れて叫んで……！」

「はうっ、ん～～～～、キス、キスも……！」

　もう気持ち良いことしか考えられなくなって、クラリスはとにかく思いついたことを叫ぶ。すぐさま願いは叶えられ、アーロンが覆いかぶさってきて、唇に噛みついた。その痛みさえ官能を引きずり出し、尋常ではない快感にイキっぱなしになって腰がびくびくとする。

　アーロンはクラリスの太腿を押さえつけ、上の角度からひときわきつく串刺しにするように肉杭をぐいぐい押し込めると、深い場所で精を放った。

「お師匠様ぁ……」

　涙に濡れた顔でクラリスが呼ぶ。アーロンは中に埋めたままクラリスを抱きしめ、息を吐き出しながら優しく言った。

「まだやめてあげられないから、頑張って。お腹が空いたら、クラリスの好きな料理たくさん作ってあげるね……」

　肉杭はドクドクと脈打ち、精を吐き出し続けている。体の内側がすべて白く染め上げられ、アーロンだけのものに作り変えられていくようだ。すでに腰周りは快感が上限を超えて感覚がおかしくなっていたが、アーロンの手になだめるように撫でられると、肌が震え出す。

　その反応にくすりと笑ってから、アーロンは体を起こし、クラリスの腰を掴むとくるりと体を回転させた。

「昨日、後ろからしたら、クラリスすごく喜んでいたよ。今日も動物みたいな格好でいっぱい犯してあげる。ほら、意識飛ばしちゃだめだよ。刻みつけたこと全部覚えておいて。これから毎日いっぱいしよう……」

「毎日……」

「うん。毎日」

　促されるままに四つん這いの姿勢になろうと膝を立てようとするも、すでに足腰に力が入らずへたってしまう。アーロンは「あんまり辛いならポーション飲もうね、まだ朝まで時間たくさんあるから」とどこまでも優しく言って、腰を打ち付ける動きでゆさゆさとクラリスの体を揺さぶり始めた。

「あっ、だめ、すごく奥に……んっあっイイっ」

「だめなの良いの、どっち？」

　ピシャッと尻を叩かれて、涙が出るほどの快感に悲鳴が迸る。媚薬が無い分、一度目より意識が明瞭なせいか、そこがぎゅーっとアーロンの肉棒を食い締めたのがわかった。くっ、と辛そうな吐息が聞こえ、両腕の手首を掴まれて手綱のように後ろに引っ張り上げられる。角度が変わり、ひどく感じるところを刺激されて、ほとんど絶叫のような嬌声が上がった。

「イイです、おかしくなる、おかしくなっちゃいます……！」

「おかしくなっていいよ、俺しか見ていないから。おかしくなって、もっと声を聞かせてよ。クラリス、可愛い……」

　三度目の、熱い精を内側で受け止めて、クラリスは喉が枯れるほどに喘いだ。アーロンが体を離して、埋めていたものを引き抜くと、白濁がどぷりと溢れ出してクラリスの足も寝具も濡らす。

　クラリスは、攻められ続けてまだ入れられているかのような感覚の残る腰をゆるく振り続けていた。そのたびに、とろとろと蜜口から二人の愛液が混ざったものが染み出す。そこに再びアーロンは肉の切っ先をあてがい、潤み切った柔肉へずぶずぶと埋め込んだ。

「少しくらい溢れてもいいように、もっとしよう。朝まで」

「んん～～～～」

　瞳から涙をこぼしながらも、クラリスはアーロンに答えるように手足を絡ませた。くすっと笑って、アーロンはクラリスを両腕で掻き抱く。

「……俺、意地悪過ぎる？」

　耳元で囁かれて、クラリスはゆるく首を振った。

「好きです。お師匠様が、私を求めてくれているのが、嬉しい」

「そう。ありがとう。俺もいますごく幸せ。二人でいっぱい幸せになろうね」

　額に額をこつんとぶつけて、囁きは甘く優しく。クラリスもまたアーロンの背に腕を回して、頬に口づけた。




　朝までの言葉通り、クラリスはひたすらアーロンと交わり続けた。クラリスは蕩けるような愛に包まれ、空が白み始める頃アーロンの胸で幸せな眠りについた。







エピローグ








　それから、季節がひとつ巡った。

　クラリスは無事に魔道士の初級免許相当の勉強を終え、晴れて魔道士として生きる道を得た。その先の人生を、アーロンとともに歩みたいということは二人で家族に打ち明け、温かく受け入れられていた。

　アーロンもまた、実家とは疎遠になっているが絶縁しているわけではないとクラリスを親元まで連れて行き、身分的に釣り合わないと詰られるどころか「あの変わり者がようやく身を固める気になって！　ありがとうございます！」とかえってお礼を言われるほどの歓迎をされてしまった。

「あんなに喜ばれるなんて……」

　クラリスは及び腰になったが、アーロンによれば「君は最初から俺のトラップを越えてきたから実感無いかもしれないけど、実際俺は長いこと、世捨て人で隠居もいいところだったから」とのこと。

　それならば人付き合いもないことだからと、クラリスが「贅沢なんて考えていないし、まだ修行中なので結婚式も必要ないないです」と言うと、断固として反対された。

　二人暮らしで何かと入用になったからと、街に出るたびにアーロンに勧められて何枚も服を仕立てることになった。その中には、真っ白のウェディングドレスも含まれていた。

「式は君と俺と家族だけで良いから。可愛い君を他の人にも見せたいけど、それ以上呼ぶと君に懸想する男が出てきそうで、俺が無理」

　アーロンの心配を、クラリスは大げさでは、と内心思っていた。（それよりも、現実的にやっぱり、呼ぶような相手がいないような……）ともちらっと考えたが、アーロンは王宮の監視がついているレベルの要人。社交的に振る舞えば、どんな人間がすり寄ってくるかわからないに違いない。警戒は必要なのだ、と結論付けていた。

　だから、街を歩くときにアーロンが「俺から離れないでね」と言って手をつないでくるのも、その警戒の現れなのだと理解している。なお、今はもう容姿をごまかすための目眩ましの魔法を使っていないようで、多くの視線が彼に向かうのをクラリスはひしひしと感じていた。

　そのアーロンが見つめるのは、いつもクラリスただ一人。手をつないで指を絡ませ、小声で「アーロン」と名を呼ぶと、きゅっと指に力を込めて握り返される。

　秋を迎える頃に、小さな式を挙げる予定だ。







　生活そのものは順調で、基本的に朝のうちは魔道具作り、午後からは勉強というサイクルをきちんと守っている。ときどきアーロンが研究に没頭することもあるが、クラリスは助手として手伝うこともあれば、自分の勉強に専念して過ごす場合もあった。

　変わったのは二人で同じ部屋で眠るようになったこと。そしてほとんど毎晩のように「赤ちゃん作ろうね」と甘く激しく攻められるのが日常で、その意味ではだいたい寝不足でもある。

　特に、休日と定めた日の前の晩は、夕食頃から行為が始まることもある。

（最初が最初だっただけに、キッチンでばったり顔を合わせると……もう。お師匠様も、私も、全部思い出しちゃうから）

　夕暮れ時、キッチンの作業台に押し倒されて後ろから激しく貫かれると、アーロンがひどく興奮しているのが伝わってきてクラリスも熱が入ってしまう。そんなこと、まかり間違えてバーナードに知られようものなら「新婚さんだからな」とからかわれそうなものだが、言うまでもなくお見通しといった余裕が漂っていて、顔を合わせるたびにそわそわする。それでなくとも、バーナードは終始すべて心得ているかのような態度であった。

「二人が幸せならそれで良いよ、おめでとう」

　結婚を報告すると、うんうんと何度も頷いて言っていた。

（バーナードさんがいなければ、私はお師匠様に弟子入りすることができなかったかもしれないし。その後も、お師匠様と私二人だけではなかなか仲が進展しなかったかもしれない。それこそ、あのときシンディーさんが無理やり媚薬を使おうとしなければ、今も師弟関係だけだった気がしなくもなくて……。結果的に、雨降って地固まったことに）

　そのお騒がせシンディーとは、先日久しぶりに街で顔を合わせていた。







　日用品を求めて街路をアーロンと並んで歩いていたときに、横で馬車が止まり、明るい声に呼び止められた。

「やっぱり、どこかで見た二人だと思ったら。ねえねえ、その節は二人ともありがとうね。なんと私、このたび、赤ちゃんができました！　あのお薬使った後から、旦那様とはすごく良い感じで。以来ずーっと仲良しで……」

　侍女の手を借りて馬車から下りてくると、膨らみがわかるお腹を大切そうにさすりながら、シンディーはにこにこと笑う。アーロンは侍女に軽く挨拶をして、少し距離を置いた。

「おめでとうございます！　実はお師匠様のご実家に伺った際に、少し話は聞いていたんです。良かったです、安心しました！」

　クラリスがぱっと顔を輝かせて言えば、にこぉっとシンディーは笑みを深めて、顔の前で扇を開いた。

「私も二人のこと聞いていたわよ～、おめでとう！　そうなったら良いのにと思っていたけど、実際に結婚って聞くと感慨深いわぁ……。きっかけは何？　あのお薬？」

　ささっと扇ごと顔を寄せて耳打ちをしてきて、クラリスはさっと顔を赤らめる。もちろん、結婚も決まればそういう関係もあると周囲に知られているも同然なのだが、あけすけと話題にされると恥ずかしい。

　もじもじしていると、シンディーはさらに声に笑いを滲ませて続けた。

「私がお薬を受け取りに行ったとき、あなた自分で飲んだじゃない？　その後どうなったか心配になって、次の日にバーナードに様子見に行ってもらったら、何も問題はないし二人の仲も上手く行っているみたいって聞いて。それで私も、旦那様に使わないで、思い切って自分で飲んでみたの」

「ご自分で……」

　クラリスが聞き返すと、シンディーは鷹揚に頷いた。

「あなたも飲んだのに、私だけ隠れてコソコソ旦那様に飲ませてる場合じゃないわって。飲んだ状態で旦那様に迫って、自分の気持ちも全部素直に打ち明けて今までどうしてって、聞いたのよ。そしたら、私の旦那様ってば、自分では満足させられないってコンプレックスから遠のいていただけで、本当はずっとどうにかしないとって思っていたんですって。おかげさまで……、その後はもう全然離してくれなくて。子どもができるまであっという間だったわ。きっかけはお薬だったけど、その後はずっと愛よ、愛。あなたが『二人の仲が深まるように』作ってくれたおかげかしら」

「あのときは、私もなんだか言い過ぎてしまいました。ずっと、謝りたくて」

　クラリスが長いこと抱えていた思いをここぞとばかりに告げると。シンディーはばちっと片目を瞑って声を上げて笑った。

「そんなこと言わないで。ぐずぐず悩んでいた私に、最後のひと押しをしてくれたのはあなたよ。すごく感謝しているの。それで、あなたは……」

　そのまま、すっとクラリスの腹部に目を向ける。そして「どう？」と聞いてきた。クラリスは、少し離れた位置で待っているアーロンをちらっと振り返ってから、シンディーに小声で告げる。

「実は……私も。まだわからないんですけど、もしかしたら」

　途端、きゃーっと歓声を上げ、扇を放り投げてシンディーはクラリスの手を取る。

「素敵なことね、おめでとう。もしそうなら、準備することがたくさんあるわよ。忙しくなるわね。連絡ちょうだい、私もいろいろお祝いしたいわ」

　ぎゅぎゅっと手を握りしめられながら、クラリスは頬を赤らめて、ありがとうございます、と頭を下げた。




　アーロンは、普段からクラリスを大切にしてくれていたが、このところ、クラリスから「月のものが遅れていて……」と告げて以来、以前にも増して何を置いてもクラリスを優先するようになっていた。

「夕食はクラリスの好きな鶏肉のトマト煮込みと、サラダと……用意するから温室で座って待っていて。食後のお菓子は蜂蜜レモンケーキ」

　もちろん、得意の食事に関しては特に、全部用意してくれる。

　ガラス張りの温室には月明かりがあるが、テーブルの上にも燭台の灯りがあり、植物の影に沈んだ夜闇にじんわりと温かい光を投げかけていた。

　その光景を満ち足りた気分で眺めていると、クラリスの最愛の青年が、たくさんの愛情に満ちた料理を運んできてくれる。

　そして今日も、二人だけののんびりとした夕食の時間が始まるのだった。







あとがき








　はじめまして。

　この作品が商業デビュー作となる在原千尋と申します。

　普段は別の名前でｗｅｂ小説を書いています。




　既存作品は全年齢多めなので、ここはきっぱり筆名を分けよう！　と思い立ったものの、さっぱり名前が思いつきません。困り果てて友人に「私の名付け親になってください」とお願いしたところ「千尋」と言われて即決しました。責任を感じたその方が姓名判断を見てくれたところ、この名前、運気がものすごく良かったです！　人生曲線ずっと百点付近！

「でも、こんなに良いってことは、どの名前で調べても全部良いんじゃ」

　そう思って本名で調べてみたら三十代以降ずーっと人生曲線マイナス！

　嘘みたいに運勢最悪でした！

　そんなわけで私はこれから在原千尋で生きていきます。どうぞよろしくお願いします。

（ちなみに普段の筆名も運勢悪かったんですが、見なかったことにしました。ひとは信じたいものだけを信じる生き物です）




　作品につきましては、お読み頂いた通りの内容です。

　自分の好きを隙間なく詰め込んで書きました。けなげな女の子も、世界を滅ぼすタイプの魔法使いも、女同士の友情も、男同士の気の置けない会話も大好きです。特に、女性といるときは王子様風のヒーローが、男友達の前では雑な対応をする気安さが好きです。初稿では様子を見つつそのへんを控えめにしていたら「もっと書いていいですよ！」と言って頂いたので、すかさずたくさん書きました。まだまだ書き足りないくらいなんですが、これでも容量めいっぱい書いていますので……！

　また違う作品も読みたいと思ってくださった読者さまにおきましては、ぜひお使いのサイト等で応援して頂けますと幸いです。




　最後になりましたが、普段から支えてくださる創作仲間の皆様（名付け親まで！）と、何年も一向にデビューすることなくｗｅｂの片隅で書いている私に声をかけてくださった担当さま、この本に関わってくださったすべての方にこの場でお礼を申し上げます。

　そしてご縁があって手に取ってくださった読者さまに、最大限の感謝を。






在原千尋
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２０１８年頃よりＷＥＢに小説を投稿しはじめる。

本作品が単著での商業デビュー作。
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天てん才さい魔ま法ほう使つかいに弟で子し入いりしたら、一いち途ずな蜜みつ愛あいに蕩とろけさせられました
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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